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表紙　カナダ・サーモンアーム市
使節団とホストファミーリーとの
対面式の一コマ。（関連記事p4-5）
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平
成
18
年
度
の
一
般
会
計
他
12

会
計
の
予
算
総
額
は
、
３
４
８

億
４
７
９
２
万
円
と
な
り
ま
し

た
。平
成
17
年
度
の
当
初
予
算

総
額
に
比
較
す
る
と
、
３
億
３

９
６
９
万
円（
１
％
）の
増
と
な

っ
て
い
ま
す
。

歳
入

市
税　
経
済
情
勢
が
回
復
傾
向

に
あ
る
こ
と
や
税
制
改
正
に
よ

る
増
収
が
見
込
ま
れ
ま
す
が
、

法
人
市
民
税
の
大
幅
な
減
収
が

見
込
ま
れ
る
こ
と
に
よ
り
47
億

６
２
２
９
万
円
と
、
前
年
度
に

対
し
て
３
億
６
７
２
０
万
円

（
7
・
2
％
）の
減
に
な
り
ま
す
。

地
方
交
付
税　
前
年
額
を
基
本

ベ
ー
ス
に
「
三
位
一
体
改
革
」

に
よ
る
総
額
抑
制
を
加
味
し
て

い
ま
す
が
、
法
人
市
民
税
に
関

連
し
て
基
準
財
政
収
入
額
の
減

少
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
に
よ
り

５
億
１
７
０
０
万
円（
12・2
％
）

の
増
に
な
り
ま
す
。

地
方
譲
与
税　
国
庫
補
助
負
担

金
改
革
に
よ
る
税
源
移
譲
分
も

含
め
て
８
億
９
０
０
０
万
円
と

前
年
度
に
対
し
て
２
億
４
７
０

０
万
円
（
38
・
4
％
）
の
増
に
な

り
ま
す
。

国
県
支
出
金　
国
県
合
わ
せ
て

21
億
４
９
１
４
万
円
と
１
億
８

５
２
２
万
円
の
減
に
な
り
ま
す
。

合
併
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
平

成
17
年
度
に
前
倒
し
で
交
付
さ

れ
て
お
り
今
年
度
の
計
上
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
合
併
特
例
交
付

金
は
３
億
円
計
上
し
て
い
ま
す
。

市
債　
15
億
４
０
２
０
万
円
の

計
上
と
な
り
、
前
年
度
に
対
し

て
２
億
９
７
５
０
万
円（
16
・
2

％
）
の
減
に
な
り
ま
す
。合
併

特
例
債
と
し
て
は
２
億
２
８
０

０
万
円
を
計
上
し
道
路
改
良
事

業
を
予
定
し
て
い
ま
す
。ま
た

前
年
度
７
割
近
く
を
占
め
て
い

た
減
税
補
て
ん
債
・
臨
時
財
政

対
策
債
に
つ
い
て
は
、
４
億
２

９
０
０
万
円
の
減
と
な
り
ま
す

が
市
債
総
額
の
５
割
を
占
め
て

い
ま
す
。

繰
入
金　
財
政
調
整
基
金
か
ら

５
億
１
７
０
０
万
円
を
繰
入
れ
、

ま
た
公
共
公
用
施
設
整
備
基
金

を
８
億
円
取
崩
し
普
通
建
設
事

業
費
に
充
当
し
て
い
ま
す
。

歳
出

前
年
度
と
の
対
比
で
は
、
義
務

的
経
費（
人
件
費
・
扶
助
費
・
公
債

費
）
は
72
億
６
６
０
５
万
円
と

全
体
で
は
５
７
７
０
万
円（
0
・

8
％
）の
増
で
す
が
、こ
れ
は
扶

会計別予算額

一般会計	 181億8,700万円	（2.0％）

特別会計
国民健康保険	 47億9,763万円	（2.4％）

老人保健	 45億6‚343万円	（-0.3％）

公平委員会	 40万円	（-19.9％）

農業集落排水事業	 3億9,131万円	（5.7％）

公共下水道事業	28億9,646万円	（-3.6％）

介護保険	 21億3,158万円	（7.3％）

簡易水道事業	 3,049万円	（-68.2％）

浮島財産区　	 123万円	（-4.5％）

古渡財産区	 383万円	（-0.9％）

基幹水利施設管理事業	 1億1,889万円	（1.6％）

企業会計
水道事業	 17億1,717万円	（-6.4％）

工業用水道事業	 844万円	（0％）

合計	 348億4,792万円	（1.0％）

※（　％）は前年度比較

一般会計重点事業

総務費	 バス路線維持費	 3,097万円
	 防犯・交通安全対策事業	 5,514万円

民生費	 知的障害者ディサービスセンター設計業務	 2,627万円
	 地域ケアシステム推進事業	 1,312万円
	 放課後児童対策事業	 2,718万円

衛生費	 休日診療事業	 1,030万円
	 ごみ減量化対策事業	 122万円
農林水産業費	 水田農業構造改革対策事業	 2億3,939万円
	 都市農村交流事業	 251万円
商工費	 商店街顔づくり事業	 2,000万円
土木費	 道路新設、維持補修及び排水整備事業	 9億4,842万円
	 旧古渡橋架橋事業	 1億3,168万円
	 都市計画基礎調査	 1,099万円
	 新利根地区総合運動公園整備事業	 6,175万円
	 結佐住宅建設事業	 2億8,203万円

消防費	 消防ポンプ車更新	 2,659万円
	 消防防災無線設置事業	 1億5,374万円

教育費	 語学指導事業	 1,890万円
	 桜川中学校改築事業	 8億1‚417万円
	 桜川総合運動公園野球場改修事業	 5,299万円

平成18年度予算の概要　総額348億4,792万円

助
費
の
増
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

人
件
費
に
つ
い
て
は
９
０
４
６

万
円
（
2
・
2
％
）
の
減
に
な
り

ま
す
。そ
の
他
、
物
件
費
は
１

億
５
０
９
１
万
円（
5
・
4
％
）、

補
助
費
等
４
６
０
１
万
円（
1
・

5
％
）、
維
持
補
修
費
２
１
５
３

万
円（
19
％
）と
そ
れ
ぞ
れ
減
額

に
な
り
ま
す
。

　
反
面
、
特
別
会
計
に
対
す
る

繰
出
金
が
総
額
21
億
１
０
０
３

万
円
と
前
年
度
に
対
し
て
２
億

９
３
７
万
円（
11
％
）の
増
と
な

り
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

投
資
的
経
費
に
つ
い
て
は
、

前
年
度
に
対
し
て
３
億
８
４
３

０
万
円
（
15
・
6
％
）
増
の
総
額

28
億
４
７
５
１
万
円
を
計
上
し

て
い
ま
す
。

　
普
通
建
設
事
業
を
中
心
と
し

た
重
点
施
策
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
か
ら
の
市
の
方
向
性
及
び
基

盤
形
成
の
基
本
と
な
る
「
稲
敷

市
総
合
計
画
」
は
現
在
策
定
中

で
あ
り
、
合
わ
せ
て
「
地
域
拠

点
整
備
計
画
」
が
今
年
度
策
定

に
着
手
と
い
う
こ
と
か
ら
、
前

年
度
同
様
「
新
市
建
設
計
画
」

の
な
か
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本

方
針
に
基
づ
き
計
上
し
ま
し
た
。

繰入金：16億5,440万円

その他：11億6,765万円
一般会計歳入
181億8,700万円

自主財源
42.3％

市税：47億6,229万円

依存財源
57.7％

議会費、商工費、諸支出金、災害復旧費、予備費

民生費：41億9,863万円

教育費：32億4,964万円

土木費：25億970万円

26.2％

9.1％

6.4％

26.1％

8.5％

7.4％

諸収入：6億2,111万円
繰越金：3億5,000万円

3.4％
1.9％

1.7％地方交付税：47億4,500万円

市債：15億4,020万円

国庫支出金：13億4,953万円

4.9％

4.4％

地方譲与税：8億9,000万円

県支出金：7億9,961万円

使用料及び手数料、分担金及び負
担金、財産収入、寄付金

地方消費税交付金、ゴルフ場利用税交付金、
地方特例交付金、自動車取得税交付金、利子
割交付金、交通安全対策特別交付金、配当割
交付金、株式等譲渡所得割交付金

その他：3億719万円

23.1％

17.9％

13.8％
12.7％

10.2％

7.3％

6.7％

5.4％

3.0％

総務費：23億872万円

衛生費：18億5,360万円

公債費：13億2,378万円

農林水産業費：12億1,343万円

消防費：9億8,090万円

その他：5億4,855万円
一般会計歳出
181億8,700万円

その他：2億1,089万円
1.2％

一般会計性質別歳出予算　181億8,700万円

義務的経費：72億6,605万円
（人件費、扶助費、公債費）

物件費：
26億3,133万円

補助費等：
31億2,116万円

繰出金：21億1,003万円

39.9％ 14.5％ 17.2％ 11.6％ 15.6％

投資的経費：
28億4,751万円

平成18年度予算は、行財政改革の基本理念を根底におき、市民のニーズを反
映したより効果的で効率的な財政運営を基本とし、施策的には従来の事務事
業の内容を更に精査し、新市建設計画の施策体系を予算編成の指針として編
成しています。概要についてお知らせします。(1万円未満切り捨て)

「豊かで活力に満ちた地域社会」の構築に向けて

問い合わせ　稲敷市財政課（江戸崎庁舎）

　　　　　　☎029-892-2000（内線2800）
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　今年の夏、稲敷市では第2回青少年親善大使海外派遣
事業として、姉妹都市カナダ・サーモンアーム市へ中学
生・高校生を派遣します。
　一週間のホームステイ生活を通じ、カナダの大自然の
中で貴重な海外での家庭生活体験をしてみませんか?
このチャンスにぜひカナダへ!	きっと忘れられない貴重
な感動が待っています!

派遣期間：平成18年8月17日( 木) 〜8月27日( 日)

募集人員：20名(市内在住の中・高校生)

募集期間：5月10日( 水) 〜	5月31日( 水)	※土、日、祝
日を除く(午前8時30分〜午後5時	応募書類配布も同様)

応募資格：稲敷市在住の中学生・高校生であること。／
心身が健康で、協調性に富み、規律ある団体行動および
生活ができる方。／帰国後ホームステイ受入れなどの、
国際交流推進事業に積極的に参加できる方。／過去に国・
市町村の行う同種の派遣事業へ参加していない方。

友好親善を誓い合い
サーモンアーム市と姉妹都市提携
カナダからの親善使節団が市を来訪！ホームステイで市民との交流を！

3
月
27
日
、
国
際
交
流
事
業
の

一
環
と
し
て
稲
敷
市
と
カ
ナ
ダ

の
サ
ー
モ
ン
ア
ー
ム
市
と
の
姉

妹
都
市
調
印
式
が
江
戸
崎
庁
舎

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
両
市
の
市
議
会
の

代
表
者
や
教
育
委
員
会
の
代
表

者
、
さ
ら
に
は
稲
敷
市
の
姉
妹

都
市
交
流
委
員
会
の
委
員
な
ど

が
出
席
す
る
中
、
髙
城
市
長
と

マ
ー
グ
・
ケ
ン
テ
ル
市
長
代
行

(

市
議
会
議
員)

に
よ
り
、
両
市

の
親
善
交
流
を
約
し
た
調
印
書

に
署
名
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

サ
ー
モ
ン
ア
ー
ム
市
と
は
、

旧
東
町
が
平
成
2
年
に
姉
妹
都

市
を
結
び
、
15
年
間
に
わ
た
っ

て
親
善
交
流
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。こ
の
間
、
両
自
治
体
で
千

名
を
超
え
る
人
々
が
交
流
に
携

わ
り
深
い
友
情
が
育
ま
れ
て
い

ま
す
。稲
敷
市
と
し
て
も
、
こ

の
事
業
を
継
承
し
将
来
に
わ
た

っ
て
両
市
民
の
友
好
と
交
流
の

発
展
を
願
い
姉
妹
都
市
を
結
ぶ

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
サ
ー
モ
ン
ア
ー
ム
市
か
ら
は

こ
の
調
印
式
に
合
わ
せ
、
33
人

(

大
人
9
人
、
中
高
校
生
24
人)

の

使
節
団
が
3
月
26
日
か
ら
市
を

訪
問
し
ま
し
た
。そ
れ
ぞ
れ
が
、

市
民
の
家
へ
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
、

帰
国
す
る
4
月
2
日
ま
で
日
本

　カナダ南西部ブリティッシュ・コロンビア州に位置す
るサーモンアーム市は、ロッキー山脈の南端の山々と、
霞ヶ浦よりも大きく青く澄んだシュースワップ湖に面す
る、雄大な自然に満ちあふれている地方都市です。面積
184.51 ㎢、人口 15,210 人 ( 稲敷市と同じ程度の面積に

約 1/3 の人たちが住んでいます ) のとても美しい街です。
　英語が共用語として用いられ、林業や農業を中心に栄
えてきましたが、その美しさから近年は観光も街の重要
な産業となっています。
　湖の中へ 230m余りも広がる巨大な木製のマリーナ
やハウスボート (宿泊施設のあるレジャー船 ) 船団などは
観光の中心です。
　旧東町との親善交流を契機に日本語教育も行われてお
り、親日家も多い魅力的な街です。

応募方法：応募希望者は、応募書類を5月31日までに、
稲敷市役所企画課または各庁舎総合窓口課までご持参
ください。
応募書類：参加申込書(写真1枚添付) ※保護者の承諾
が必要です。応募書類は、稲敷市役所企画課・各総合窓
口課・市内各中学校に準備してあります。
派遣者の選考および決定：選考(抽選の場合あり) 後、本
人宛に通知します。
経費負担：経費総額は、約300,000円の予定です。た
だし､1/2相当額を市が助成します。（派遣決定後、多少

の額変更の場合あり）※パスポート取得に要する費用(約

1万円) と小遣いなど個人的費用は参加者負担です。
その他：パスポートのない方の申請は、派遣決定後に
まとめて行います。(パスポートセンター送迎・記入指導)

／派遣期間中は、全員海外旅行傷害保険に加入します。
問合せ・連絡先
稲敷市企画課（江戸崎庁舎）☎029-892-2649

カナダ・サーモンアームへ中・高生を派遣
- 思い出に残る貴重な海外体験のチャンスです -

City of Salmon Arm
サーモンアーム市

文
化
に
触
れ
な
が
ら
友
好
を
深

め
て
い
き
ま
し
た
。

　
今
回
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と

し
て
、
使
節
団
の
人
々
を
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
で
受
け
入
れ
て
く
れ

た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。（
敬
称
略
）

　
篠
𥔎　
英
喜（
月
出
里
）

　
薄
井　
　
基（
境
島
）

　
木
内　
和
希（
福
田
）

　
中
村　
康
人（
下
根
本
）

　
大
黒　
文
也（
伊
佐
津
）

　
手
塚
裕
之
介（
伊
佐
津
）

　
鈴
木　
　
大（
佐
倉
）

　
根
本　
安
里（
神
宮
寺
）

　
松
田　
　
麗（
岡
飯
出
）

　
埜
口
紗
友
里（
飯
出
）	

	

　
勝
山　
美
生（
月
出
里
）

　
小
島　
結
子（
柴
崎
）

　
根
本
莉
佳
子（
神
宮
寺
）

　
根
本　
彩
花（
橋
向
）

　
甲
賀
あ
す
か（
東
大
沼
）

　
中
川　
弥
紀（
八
筋
川
）

　
藤
ヶ
崎
友
実（
押
砂
）

　
高
城　
沙
織（
上
須
田
）

　
岡
田　
歩
美（
沼
田
）

　
髙
城　
千
尋（
上
須
田
）	

	

　
大
山　
舞
子（
下
根
本
）

　
森
田　
菜
保（
町
田
）

　
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
・

　
フ
ィ
リ
ア
ト
ロ
ー
（
成
田
市
）

　
田
口　
善
一（
下
太
田
）	

	

　
村
田　
義
明（
結
佐
）	

	

　
根
本　
　
攻（
東
大
沼
）

　
吉
田　
　
薫（
伊
佐
部
）

　
黒
田　
保
彦（
上
須
田
）

　
清
水　
美
香（
上
根
本
）

▲両市の親善交流を約した調印書

▲調印式▲対面式

▲使節団一行
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まちづくりにあなたの声を
市長への手紙
市民の皆さまのご意見・ご提案をお待ちしています

昨
年
７
月
か
ら
始
ま
っ
た
「
市

長
へ
の
手
紙
（
住
民
提
案
カ
ー

ド
）」は
、
皆
さ
ん
の
声
を
反
映

さ
せ
た
住
民
参
加
の
ま
ち
づ
く

り
を
目
的
に
し
た
、
手
紙
に
よ

る
提
案
制
度
で
す
。

　
「
市
長
へ
の
手
紙
」は
、
広
報

紙
に
折
り
込
む
と
と
も
に
、
市

役
所
各
庁
舎
は
じ
め
市
の
公
共

市長の政治姿勢	 8件
職員の服務・人事	 9件
行財政、市民参画
　効率的な行財政	 11件
　地域情報化	 2件
　市民参画	 2件
　コミュニティ	 3件
　広報広聴	 6件
保健、福祉
　地域福祉	 4件
　高齢者福祉	 7件
　障害者福祉	 2件
　児童福祉・子育て支援	 7件
　保健の充実	 2件
　地域医療体制の充実	 3件
　国民健康保険	 3件
都市基盤
　道路整備	 19件
　公共交通	 8件
　市街地の整備	 1件
生活環境

平成17年度「市長への手紙」内容別集計

　ごみ・し尿処理	 5件
　生活排水対策	 7件
　消防・防災	 4件
　防犯	 2件
　交通安全	 5件
　公害	 3件
　航空機騒音	 3件
義務教育、生涯学習
　義務教育	 6件
　幼児教育	 4件
　生涯学習	 5件
　歴史・文化	 2件
　スポーツ振興	 14件
自然環境の保全、公園整備
　自然環境の保全・活用	 3件
　水辺・河川・霞ヶ浦の保全・活用	1件
　公園・緑地	 4件
産業振興
　農業・水産業	 1件
　商業	 1件
　雇用対策	 1件

に
郵
便
ポ
ス
ト
に
投
函
し
て
く

だ
さ
い
。

　
皆
さ
ん
か
ら
届
い
た
手
紙
は
、

す
べ
て
市
長
が
読
み
、
関
係
各

部
所
に
回
付
し
、
市
政
運
営
の

参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。ま
た
、
提
案
者
に
は
で

き
る
限
り
文
書
な
ど
で
回
答
し

て
い
ま
す
。

　
昨
年
７
月
か
ら
今
年
３
月
ま

で
に
寄
せ
ら
れ
た
１
２
０
通
１

６
８
件
の
内
容
に
つ
い
て
報
告

し
ま
す
。（
一
つ
の
手
紙
に
複
数

の
提
案
な
ど
が
あ
り
ま
す
の
で
、

手
紙
の
数
と
提
案
数
は
一
致
し
ま

せ
ん
。）

　

ご
提
案
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

施
設
に
置
い
て
い
ま
す
。稲
敷

市
の
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
に
日
ご
ろ
市
民
の
皆
さ
ん
が

考
え
て
い
る
こ
と
、
望
ん
で
い

る
こ
と
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。

　
今
月
号
に
も
折
り
込
ん
で
あ

り
ま
す
の
で
、
注
意
事
項
を
ご

確
認
の
う
え
、
切
手
を
貼
ら
ず

【
ご
意
見
】

成
田
空
港
へ
の
着
陸
便
の
飛
行

高
度
が
引
き
下
げ
ら
れ
る
と
の

事
で
す
が
、
騒
音
の
増
大
が
懸

念
さ
れ
ま
す
。市
の
対
応
は
。

【
回
答
】

昨
年
12
月
に
、
茨
城
県
環
境
対

策
課
よ
り
成
田
国
際
空
港
へ
の

着
陸
便
飛
行
高
度
変
更
案
の
説

明
会
が
開
催
さ
れ
、
茨
城
上
空

の
レ
イ
ク
ス
ポ
イ
ン
ト
に
お
い

て
高
度
６
０
０
０
フ
ィ
ー
ト

（
約
１
８
０
０
ｍ
）
以
上
と
４

０
０
０
フ
ィ
ー
ト
（
約
１
２
０

０
ｍ
）
以
上
か
ら
の
着
陸
降
下

コ
ー
ス
を
上
下
2
本
に
分
離
し
、

上
空
待
機
時
間
の
縮
減
な
ど
、

航
空
交
通
量
の
緩
和
を
図
り
た

い
と
国
土
交
通
省
航
空
局
か
ら

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
民
家
防
音
対
策
に
つ
い
て
は
、

騒
防
法
（
公
共
用
飛
行
場
周
辺
に

お
け
る
航
空
機
騒
音
に
よ
る
障
害

の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
）
に
よ

る
対
策
規
準
が
規
定
さ
れ
て
お

り
、
稲
敷
地
域
に
お
い
て
は
適

用
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。ま
た
、

飛
行
高
度
変
更
に
よ
る
騒
音
予

測
値
に
つ
い
て
も
、
適
用
基
準

に
該
当
し
な
い
と
の
見
解
で
す
。

　
今
回
の
着
陸
便
飛
行
高
度
の

一
部
変
更
案
に
つ
い
て
は
、
市

民
か
ら
の
問
合
せ
も
あ
り
騒
音

値
増
加
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
3
月
16
日
に
開
催
さ

れ
た
議
会
全
員
協
議
会
に
お
い

て
、
国
土
交
通
省
お
よ
び
成
田

国
際
空
港
株
式
会
社
か
ら
説
明

を
受
け
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
そ
の
中
で
高
度
４
０
０
０
フ

ィ
ー
ト
以
上
か
ら
の
着
陸
降
下

コ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
混
雑
時

に
つ
い
て
使
用
す
る
も
の
と
し
、

民
家
防
音
対
策
基
準
に
つ
い
て

は
、
全
国
共
通
の
基
準
を
適
用

し
て
い
る
こ
と
か
ら
こ
れ
に
該

当
し
て
い
る
か
ど
う
か
の
判
断

と
な
り
ま
す
。航
空
機
騒
音
調

査
に
つ
い
て
も
必
要
な
場
合
は

市
と
協
議
の
上
実
施
し
た
い
と

の
こ
と
で
し
た
。

　
国
土
交
通
省
か
ら
は
、
高
度

変
更
の
実
施
時
期
、
住
民
へ
の

周
知
等
に
つ
い
て
具
体
的
に
示

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
今
後
市

民
の
方
々
に
理
解
が
得
ら
れ
る

よ
う
国
土
交
通
省
、
空
港
会
社
、

茨
城
県
に
要
望
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

【
ご
意
見
】

子
ど
も
の
下
校
時
間
に
合
わ
せ

就
労
し
て
い
る
の
で
、
普
段
は

児
童
ク
ラ
ブ
を
利
用
し
て
い
ま

せ
ん
が
、
家
に
子
供
た
ち
だ
け

に
な
っ
て
し
ま
う
夏
休
み
な
ど

の
時
だ
け
利
用
で
き
ま
せ
ん
か
。

ま
た
、
小
学
校
４
年
生
以
上
の

利
用
も
要
望
し
ま
す
。

【
回
答
】

放
課
後
に
子
ど
も
達
を
預
か
る

児
童
ク
ラ
ブ
は
、
生
活
の
場
で

あ
り
、
そ
こ
に
は
心
身
と
も
に

健
全
に
育
成
さ
れ
る
場
と
い
う

意
義
を
持
ち
ま
す
。子
ど
も
た

ち
が
心
身
と
も
に
健
や
か
に
育

つ
た
め
に
も
、
拠
点
施
設
の
安

全
確
保
と
い
う
の
は
最
優
先
さ

れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。そ

の
要
件
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
生

活
の
場
と
し
て
の
適
正
規
模
が

あ
り
、
そ
れ
に
あ
っ
た
定
員
を

規
定
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
現
在
の
施
設
規
模
で
は
、
１

年
生
か
ら
３
年
生
を
お
預
か
り

し
て
い
る
人
数
で
い
っ
ぱ
い
の

状
況
で
、
４
年
生
以
上
を
受
け

入
れ
る
た
め
に
は
、
施
設
規
模

を
拡
大
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。そ
の
よ
う
な
状
況
で
す
の

で
、
長
期
休
業
だ
け
の
受
け
入

れ
に
つ
い
て
も
、
休
業
前
に
定

員
に
空
き
が
あ
れ
ば
預
か
れ
る

と
い
う
方
法
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
今
後
、
保
護
者
の
就
労
状
況

な
ど
に
関
係
な
く
、
す
べ
て
の

児
童
を
対
象
と
し
た
児
童
館
の

建
設
等
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、

よ
り
一
層
の
児
童
ク
ラ
ブ
の
充

実
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

【
ご
意
見
】

下
水
道
の
整
備
を
要
望
し
ま
す
。

（
犬
塚
地
区
と
月
出
里
地
区
に
住
ん

で
い
る
方
か
ら
）

【
回
答
】

ご
要
望
の
地
区
は
、
公
共
下
水

道
事
業
に
よ
る
整
備
区
域
で
す
。

現
在
整
備
し
て
い
る
公
共
下
水

道
の
終
末
処
理
場
の
位
置
は
、

江
戸
崎
体
育
館
の
西
側
に
隣
接

し
た
荒
沼
地
区
で
す
。こ
こ
を

基
点
と
し
市
街
化
区
域
内
（
現

認
可
整
備
区
域
内
）
の
下
水
管
渠

整
備
を
開
始
し
、
平
成
21
年
度

完
了
を
目
途
に
進
め
て
い
ま
す
。

平
成
19
年
４
月
か
ら
は
、
整
備

済
地
区
の
供
用
開
始
を
す
る
予

定
で
す
。

　
次
の
認
可
拡
大
時
は
市
外
化

区
域
（
現
認
可
整
備
区
域
）
か
ら

外
側
に
徐
々
に
認
可
拡
大
し
て

い
く
方
向
で
す
が
、
下
水
道
事

業
費
も
膨
大
で
す
の
で
、
早
急

に
整
備
で
き
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
ご
要
望
の
地
域
は
、
平
成
22

年
度
以
降
に
地
区
の
現
況
等
踏

ま
え
、
上
部
機
関
と
協
議
の
上

対
処
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

【
ご
意
見
】

バ
ス
路
線
が
少
な
く
不
便
で
す
。

公
共
交
通
機
関
の
整
備
を
望
み

ま
す
。

【
回
答
】

市
内
の
公
共
交
通
の
環
境
は
必

ず
し
も
良
好
と
は
言
え
な
い
現

状
で
あ
り
、
公
共
交
通
機
関
整

備
は
早
急
に
求
め
ら
れ
て
い
る

課
題
の
1
つ
で
あ
り
ま
す
。

　
現
在
、
公
共
交
通
体
系
の
見

直
し
を
図
る
た
め
、
市
内
全
域

の
交
通
体
系
の
現
況
把
握
調
査

と
稲
敷
市
に
最
も
適
し
た
交
通

体
系
の
整
備
に
向
け
た
検
討
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
公
共
交
通
機
関
の
整
備
を
求

め
る
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご

意
見
や
財
政
状
況
を
参
考
に
し

な
が
ら
、
当
市
が
選
択
す
べ
き

交
通
体
系
を
整
備
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

お寄せいただいたお手紙の中から、広く
市民の皆さんに周知すべきものを回答と
合わせ抜粋して掲載しています。

●
稲
敷
市
秘
書
広
聴
課
（
江
戸

崎
庁
舎
）
☎
０
２
９
︲
８
９
２

︲
２
０
０
０（
内
線
２
４
０
０
）
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市民憲章
豊かな水と緑に恵まれた自然を守り、歴史と伝統のある郷土を愛し、活
気と魅力ある「ふるさと稲敷」をつくるためにこの市民憲章を定めます。

い　いつも笑顔で働き、活力あるまちをつくります。
な　なかよく互いに助け合い、心豊かなまちをつくります。
し　自然を愛し、水と緑の美しいまちをつくります。
き　教養を深め、歴史と文化の香り高いまちをつくります。
し　心身を鍛え、明るく健康なまちをつくります。

市の花木鳥、市民憲章が決定！
花木鳥は「きく、さくら、うぐいす」

稲
敷
市
の
市
の
花
・
木
・
鳥
に

つ
い
て
昨
年
12
月
１
日
か
ら
23

日
ま
で
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を

行
い
ま
し
た
。そ
の
結
果
（
か

っ
こ
内
は
割
合
）
は
、
市
の
花

は
、
き
く（
49
・
１
％
）、
チ
ュ

ー
リ
ッ
プ（
14
・
７
％
）、
さ
く

ら（
11
％
）な
ど
19
種
類
、市
の

木
は
、
さ
く
ら
（
78
・
５
％
）、

ま
き（
５・５
％
）、け
や
き（
２・

５
％
）
な
ど
18
種
類
、
市
の
鳥

は
、
う
ぐ
い
す
（
40
・
５
％
）、

し
ら
さ
ぎ（
23
・
３
％
）、
お
お

ひ
し
く
い（
20
・
９
％
）な
ど
12

種
類
、
応
募
総
数
１
６
３
件
の

ご
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
ふ
ま

え
、
今
年
１
月
16
日
か
ら
３
回

に
わ
た
り
市
民
憲
章
、花
、木
、

鳥
検
討
委
員
会
（
遠
藤
一
行
会

長
）で
検
討
し
た
結
果
、「
稲
敷

市
」
の
イ
メ
ー
ジ
に
ふ
さ
わ
し

い
花
と
し
て「
き
く
」、木
に「
さ

く
ら
」、
鳥
の「
う
ぐ
い
す
」を

選
定
し
ま
し
た
。

　
ま
た
検
討
委
員
会
で
は
、
市

民
憲
章
を
市
民
の
皆
様
に
簡
単

に
覚
え
て
も
ら
え
る
分
か
り
や

す
い
も
の
に
す
る
こ
と
を
第
一

に
、見
出
し
に「
い
」「
な
」「
し
」

「
き
」「
し
」
を
入
れ
一
般
的
な

柱
書
き
が
あ
り
、
憲
章
項
目
の

あ
る
形
式
に
決
定
。市
の
イ
メ

ー
ジ
か
ら「
自
然
」、「
歴
史
・
伝

統
」、「
産
業（
活
力
）」、「
心
と
健

康
」
を
盛
込
ん
だ
も
の
に
し
ま

し
た
。

　
制
定
日
は
合
併
１
周
年
を
記

念
し
て
、
平
成
18
年
３
月
22
日

で
す
。

市
民
憲
章
、花
・
木
・
鳥

検
討
委
員
会
委
員

前
市
議
会
議
長
・
遠
藤
一
行
、

市
議
会
議
員
総
務
常
任
委
員
会

委
員
長
・
山
下
恭
一
、
東
京
家

政
学
院
大
学
助
教
授
・
尾
𥔎
利

生
、
教
育
委
員
会
委
員
長
・
吉

田
薫
、
稲
敷
商
工
会
会
長
・
田

中
克
世
、JA
稲
敷
代
表
理
事
長・

根
本
脩
、前
農
業
委
員
会
会
長・

黒
田
和
雄
、
民
生
委
員
児
童
委

員
協
議
会
会
長
・
松
本
道
男
、

区
長
会
連
合
会
会
長
・
根
本
春

吉
、
交
通
安
全
母
の
会
会
長
・

有
坂
滋
子
、
校
長
会
会
長
・
高

城
鎮
、
文
化
協
会
理
事
長
・
高

須
行
雄
、
文
化
協
会
理
事
・
飯

野
俊
夫
、
平
田
好
子
、
坂
本
弥

太
郎

●
稲
敷
市
総
務
課
行
政
改
革
推

進
係
（
江
戸
崎
庁
舎
）
☎
０
２
９

︲
８
９
２
︲
２
３
４
２（
直
通
）

市の花「きく」

市の木「さくら」

市の鳥「うぐいす」

行革改革大綱と集中改革プランを公開
平成17年から5年間の目標

少
子
高
齢
化
社
会
の
到
来
や
、

国
の
三
位
一
体
改
革
に
と
も
な

う
税
源
移
譲
と
地
方
交
付
税
の

縮
減
な
ど
、
今
後
、
市
の
財
政

事
情
は
厳
し
い
状
況
に
陥
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。こ
の
た

め
、
よ
り
効
率
的
で
効
果
的
な

行
政
運
営
を
行
う
た
め
行
政
改

革
を
行
い
ま
す
。

○
20
年
度
ま
で
に
、
福
祉
、
社

会
体
育
施
設
、
共
同
利
用
施
設

に
つ
い
て
指
定
管
理
者
制
度
の

導
入
を
検
討
。

効
率
的
な
組
織
の
再
編

○
新
庁
舎
の
建
設
、
関
連
す
る

施
設
の
整
理
統
合

○
小
学
校
の
統
合
と
関
連
施
設

の
統
合

○
同
一
施
設
の
統
合

職
員
の
定
員
管
理

合
併
効
果
を
最
大
に
生
か
す
た

め
過
去
５
年
間
の
地
方
公
共
団

体
の
総
定
員
純
減（
４・６
％
減
）

を
上
回
る
８
・
８
％
純
減
を
数

値
目
標
と
し
ま
し
た
。

○
５
１
０
人
→
４
６
５
人

※
こ
の
数
値
は
今
後
も
分
庁
方

式
を
採
用
し
た
場
合
の
職
員
数
。

新
庁
舎
建
設
に
よ
る
職
員
数
の

縮
減
は
考
慮
し
て
い
ま
せ
ん
。

人
件
費
の
抑
制

○
21
年
度
ま
で
に
人
件
費
を
10

％
、約
４
億
円
の
削
減
。

経
費
節
減
の
財
政
効
果

○
歳
入
関
係

⑴
税
の
徴
収
対
策（
徴
収
率
の
向

上
）83
・
８
％
→
86
・
８
％

⑵
使
用
料
・
手
数
料
の
見
直
し

（
施
設
使
用
料
・
督
促
手
数
料
）

⑶
遊
休
資
産
の
売
り
払
い
な
ど

○
歳
出
関
係

⑴
職
員
の
削
減
、
新
規
採
用
者

の
抑
制

⑵
給
与
な
ど
の
削
減
、
時
限
的

措
置
に
よ
る
給
与
、
手
当
削
減

（
職
員
、三
役
）

⑶
組
織
の
統
廃
合（
新
庁
舎
建
設

を
含
め
、
市
内
全
施
設
に
つ
い
て

検
討
）

⑷
施
設
な
ど
の
維
持
管
理
費
の

見
直
し

市
民
満
足
度
の
向
上

○
市
民
の
満
足
度
の
向
上

○
市
民
の
立
場
に
立
っ
た
親
切

な
対
応

○
職
員
の
接
遇
研
修
の
重
点
実

施

☆

市
で
は
今
後
、
行
政
改
革
大
綱

を
目
標
に
集
中
改
革
プ
ラ
ン
の

進
捗
状
況
を
公
表
し
ま
す
。ま

た
、
見
直
し
を
行
い
、
よ
り
ス

リ
ム
な
行
政
運
営
と
市
民
と
の

協
働
に
よ
り
行
政
改
革
を
行
い

ま
す
。

　
ま
た
、
詳
細
な
情
報
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
あ
り
ま

す
。

●
稲
敷
市
総
務
課
行
政
改
革
推

表１：職員の定数管理

年度 16（参考） 17（基準） 18 19 20 21 22

目標職員数 530人 510 人 498 人 492 人 484 人 471 人 465 人

　一般行政等 457人 458人 446人 440人 434人 421人 416人

　公営企業 73人 52人 52人 52人 50人 50人 49人

削減率 − 0.0% △ 2.4% △ 3.5% △ 5.1% △ 7.6% △ 8.8%

進
係（
江
戸
崎
庁
舎
）☎
０
２
９-

８
９
２-

２
０
０
０
（
内
線
２
２

０
７
）
HPhttp://w

w
w
.city.

inashiki.lg.jp/

行
政
改
革
大
綱
と

集
中
改
革
プ
ラ
ン

よ
り
効
率
的
で
効
果
的
な
行
政

運
営
を
行
う
た
め
の
目
標
の
大

枠
を
「
市
行
政
改
革
大
綱
」
で

定
め
、
平
成
17
年
度
を
起
点
と

し
21
年
度
ま
で
の
５
年
間
の
具

体
的
な
取
り
組
み
を
掲
げ
た
も

の
が
「
市
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」

で
す
。こ
の
プ
ラ
ン
は
、
起
点

を
17
年
度
に
全
国
で
統
一
し
、

行
政
改
革
の
効
果
を
全
国
的
に

把
握
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。

行
改
の
基
本
的
考
え

市
行
政
改
革
大
綱

○
組
織
・
機
構
の
見
直
し

○
定
員
管
理
の
適
正
化

○
財
政
運
営
の
健
全
化

行
政
改
革
の
基
本
目
標

市
集
中
改
革
プ
ラ
ン

事
務
事
業
の
再
編
整
理

○
市
単
独
補
助
金
の
整
理
統
合

○
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
の
導
入

民
間
活
力
に
よ
る

施
設
整
備
・
公
共
サ
ー
ビ
ス

民
間
委
託
な
ど
の
推
進
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担当地区 氏名

根本1区 萩谷正治

根本2区、根本6区 本橋幸男

根本3区 萩原浪子

根本4区、根本5区 山口よし子

曽根 寺内洋吉

伊佐津 宮本夏子

寄居 吉田和夫

担当地区 氏名

寺地の一部 大津勇

寺地の一部 橋詰典子

新宿の一部 栗山榮

新宿の一部 北川操

九軒 鈴木稔

戌渡、伊崎、南太田 篠田暠夫

中山 松田すみ

担当地区 氏名

角崎、狸穴 大竹美津江

太田上 宮内栄子

太田下 川島賢士

堀川、桑山新田 椎塚聰夫

小野、寺内 川村須美江

主任児童委員 野村由紀子

主任児童委員 小倉悦子

担当地区 氏名

仲郷、柳縄1、柳
縄2、和田

黒田太喜夫

大坪、出戸、古谷、
下宿、渋川

諸岡忠雄

神落、尾島、東前
原、前原

平川充啓

小船戸、原口 宮本京

前浦、東戸崎、西
戸崎、西の州

小貫愛子

須賀津 根藤正雄

担当地区 氏名

甘田 郡司正

四箇 松田和男

阿波の一部 埜口信子

阿波の一部 富澤勝子

神宮寺の一部（長
堀、寄合）

坂本絹枝

神宮寺の一部（西
原、前山）

関川七左衛門

担当地区 氏名

柏木、堀之内、羽
生、村営住宅

永長茂

田宿、上宿、谷津 遠藤由紀子

岡飯出、飯出、西
三次

埜口成一

東三次、上馬渡、
下馬渡、住宅

糸賀一夫

主任児童委員 坂本きよ子

主任児童委員 高須みどり

担当地区 氏名

余津谷、清久島、
橋向

金子美代

押砂 木内辰郎

曲渕 坂本吉弘

六角、四ツ谷 根本久

結佐の半数 澁谷宗嗣

結佐の半数、上之
島の一部

村田まさ

佐原組新田、手賀
組新田

紙谷榮

境島、三島、大島、
八筋川

大𥔎成代

担当地区 氏名

西代の半数 松本道男

西代の半数 坂本澄枝

上之島、石納 尾林茂男

押堀、新川、水神 黒田通夫

上須田、中神 髙城篤明

伊佐部の半数 根本稔

伊佐部の半数 鳥羽三郎右衛門

阿波崎の半数 根本和男

阿波崎の半数 岩崎昭一

下須田 黒田幾代

釜井 齊藤實

担当地区 氏名

本新 平塚秀康

幸田 藤澤紀夫

脇川、平須、中島 吉田康之

福田 森田進

市崎 根本トク

東大沼、半田 飯出光子

町田、清水 大崎榮

清水新田、町田新
田

柴崎幸子

光葉 金澤寿雄

主任児童委員 欠員

新利根地区

桜川地区

東地区

地域の相談役、民生委員・児童委員
お困り事はお気軽にご相談を

市
で
は
、
１
０
４
人
の
民
生
委

員
児
童
委
員
（
内
、
主
任
児
童
委

員
８
名
）
が
厚
生
労
働
大
臣
か

ら
委
嘱
を
受
け
、
活
動
し
て
い

ま
す
。

　

民
生
委
員
児
童
委
員
と
は
、

地
域
の
福
祉
向
上
の
た
め
、
厚

生
大
臣
が
委
嘱
す
る
民
間
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
。生
活
に
困
っ
て

い
る
人
の
相
談
や
指
導
の
ほ
か
、

行
政
機
関
の
パ
イ
プ
役
と
し
て

も
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
主
任
児
童
委
員
と
は

児
童
福
祉
に
関
す
る
こ
と
を
専

門
に
担
当
す
る
委
員
で
す
。子

育
て
や
非
行
、
不
登
校
な
ど
子

ど
も
に
関
す
る
悩
み
事
の
相
談

の
受
付
や
、
子
ど
も
を
健
や
か

に
育
て
る
環
境
づ
く
り
の
た
め

に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

お
困
り
事
が
あ
る
と
き
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
稲
敷
市
社
会
福
祉
課
（
新
利

根
庁
舎
）
☎
０
２
９
︲
８
９
２

︲
２
０
０
０（
内
線
３
３
０
２
）

担当地区 氏名

門前、稲波の一部 鹿内達雄

田宿 中村満子

戸張 宮本庄三

新宿、浜 石崎清司

本宿、荒宿、根宿、
切通

酒井汎

大宿 鈴木良夫

天王 平山克衛

西町 小池要

犬塚本郷 清原隆子

荒野、犬塚本郷の
一部

岸田孝一

新山、小角 宮崎洋右

担当地区 氏名

上君山 墳崎壽男

下君山 吉原松夫

松山、羽賀の一部 岡野嘉夫

羽賀、村田 大竹輝勇

沼田 森下やす子

時崎 木野内善弥

小羽賀、時崎の一部 酒井勲

蒲ケ山 栗山文雄

月出里 四ツ谷照子

月出里 永井博

花指 小河一夫

沼田台 木下雅美

担当地区 氏名

沼田台 遠藤初枝

佐倉 浅野恭夫

鳩崎、本郷 川崎耕一郎

野原 川崎靖雄

信太古渡、稲波の
一部

宮本伸一

岡 岡野文四郎

須賀 岩月實

椎塚 中澤洋

駒塚 飯沼千々恵

桑山、南ヶ丘 木村一也

主任児童委員 藤崎博文

主任児童委員 田所妙子

民生委員児童委員名簿

江戸崎地区
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児童手当が小学校６年生まで拡充
所得制限額も引き上げ

認
定
請
求
の
手
続
き

各
庁
舎
の
総
合
窓
口
課
（
新
利

根
庁
舎
は
児
童
福
祉
課
）
で
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。（
土
日

祝
日
を
除
く
）対
象
、
手
続
き
は

別
表
３
の
と
お
り
で
す
。

必
要
な
書
類

新
規
認
定
請
求
の
場
合

・
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
写

し（
厚
生
年
金
等
加
入
者
の
場
合
）

・
所
得
証
明
書（
そ
の
年
の
１
月

児
童
手
当
の
支
給
対
象
年
齢
が
、

平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら
、
現

在
の
小
学
校
３
年
生
ま
で
か
ら

小
学
校
６
年
生
ま
で
に
拡
大
さ

れ
ま
す
。（
別
表
１
）ま
た
、合
わ

せ
て
所
得
制
限
も
引
き
上
げ
ら

れ
ま
す
。（
別
表
２
）

　
新
た
に
児
童
手
当
を
受
け
よ

う
と
す
る
児
童
の
保
護
者
の
方

は
、
総
合
窓
口
課
・
児
童
福
祉

課（
公
務
員
は
勤
務
先
）で
、認
定

請
求
等
の
手
続
き
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

　
な
お
、
改
正
に
伴
う
認
定
請

別表3：認定請求の手続き

新小学校4年生
（H8.4.2〜H9.4.1生）

新小学校5年生
（H7.4.2〜H8.4.1生）

新小学校6年生
（H6.4.2〜H7.4.1生）

所得制限で受給していな
い保護者

新たな手続きは必要あり
ません

㋐現在、受給していない方
→認定請求書が必要
㋑現在、児童手当を受給している方（弟、妹などがいる
場合）
→額改定認定請求書の提出が必要

所得制限の引き上げ（別
表2）により、新たに受給
できる場合があります。
→認定請求の手続きが必
要

別表2：所得制限限度額

扶養親族 自営業者
（国民年金）

サラリーマン
（厚生年金）

0人 460万 532万

1人 498万 570万

2人 536万 608万

3人 574万 646万

4人 612万 684万

5人 650万 722万

別表1：改正の内容

改正前 改正後

小学校3年生まで
（9歳到達後最初の年度末）

小学校6年生まで
（12歳到達後最初の年度末）

求
な
ど
は
、
９
月
30
日
ま

で
受
け
付
け
た
も
の
に
限

り
、
４
月
１
日（
ま
た
は
支

給
要
件
に
該
当
し
た
日
）
に

さ
か
の
ぼ
っ
て
支
給
さ
れ

ま
す
。

児
童
手
当
の
支
給

支
給
月
額

第
１
子
＝
５
０
０
０
円
、

第
２
子
＝
５
０
０
０
円
、

第
３
子
以
降
＝
１
万
円

支
払
時
期

年
３
回
（
２
月
、
６
月
、
10

月
）

１
日
以
降
、
市
に
転
入
し
て
来
た

方
）

・
口
座
番
号（
請
求
者
名
義
）

・
印
鑑

額
改
訂
請
求
の
場
合

・
印
鑑

●
稲
敷
市
児
童
福
祉
課
（
新
利

根
庁
舎
）
☎
０
２
９
７
︲
８
７

︲
３
２
４
７

65歳以上の介護保険料が変わります
保険料の段階が５段階から６段階へ

別表１：平成18〜20年度の保険料

保険料段階
対象者 年額保険料

改正前
年額保険料
改正後改正前 改正後

第1段階 第1段階
・生活保護の受給者
・老齢福祉年金の受給者で、本人と
世帯全員が市民税非課税の方

江＝15,400円

14,400円新＝14,400円

桜・東＝12,600円

第2段階

第2段階
・本人の年金収入と所得金額の合計
が、80万円以下で世帯全員が市民税
非課税の方

江＝23,200円

14,400円新＝21,600円

桜・東＝18,900円

第3段階 ・上記以外で本人及び世帯全員が、
市民税非課税の方

江＝23,200円

21,600円新＝21,600円

桜・東＝18,900円

第3段階 第4段階
※1

・本人が市民税非課税の方（世帯内に
市民税課税者がいる場合）

江＝30,900円

28,800円新＝28,800円

桜・東＝25,200円

第4段階 第5段階
※1

・本人が市民税課税で、合計所得金
額が200万円未満の方

江＝38,700円

36,000円新＝36,000円

桜・東＝31,500円

第5段階 第6段階 ・本人が市民税課税で、合計所得金
額が200万円以上の方

江＝46,400円

43,200円新＝43,200円

桜・東＝37,800円

平
成
12
年
に
介
護
保
険
制
度
が

始
ま
っ
て
以
来
、
利
用
す
る
高

齢
者
は
増
加
し
て
お
り
、
高
齢

者
の
安
心
し
た
暮
ら
し
に
は
欠

か
せ
な
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
に
応
じ
制

度
が
見
直
さ
れ
、
低
所
得
者
へ

の
配
慮
か
ら
保
険
料
の
段
階
は

「
５
段
階
」
か
ら
「
６
段
階
」
に

な
り
、
保
険
料
額
も
別
表
１
の

と
お
り
改
正
さ
れ
、
合
併
後
地

区
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
た
保

険
料
を
統
一
し
ま
す
。

　
よ
り
良
い
高
齢
社
会
を
築
く

た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

徴
収
額
に
つ
い
て

特
別
徴
収（
年
金
の
天
引
き
）

仮
徴
収
（
４
月
〜
８
月
）
の
期
間

は
、
２
月
の
徴
収
額
と
同
額
が

賦
課
さ
れ
、
８
月
の
保
険
料
決

定
後
10
月
以
降
の
保
険
料
で
調

整
さ
れ
ま
す
。

普
通
徴
収（
納
付
書
に
よ
る
納
付
）

暫
定
賦
課
（
１
期
〜
２
期
）
の
期

間
は
、
前
年
度
の
保
険
料
額
の

６
分
の
１
が
賦
課
さ
れ
、
８
月

の
保
険
料
決
定
時
に
お
い
て
調

整
さ
れ
ま
す
。

※
１
：
平
成
17
年
度
の
税
制
改

正
に
伴
い
、
保
険
料
の
段
階
が

あ
が
る
方
に
つ
い
て
は
、
緩
和

措
置
あ
り
ま
す
。（
詳
細
は
８
月

以
降
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。）

●
稲
敷
市
高
齢
福
祉
課
（
新
利

根
庁
舎
）
☎
０
２
９
９
︲
８
７

︲
３
３
４
２（
直
通
）
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︲
３
３
３
０
【
東
地
区
】
飯
出

芳
宏
氏
（
東
大
沼
１
）
☎
０
２
９	

９
︲
７
９
︲
１
２
９
７

●
総
務
省
茨
城
行
政
評
価
事
務

所
行
政
相
談
課
☎
０
２
９
︲

２
２
１
︲
３
３
４
７
行
政
苦
情

１
１
０
番
（
相
談
専
用
電
話
）
☎

０
５
７
０
︲
０
９
０
１
１
０
、	

０
２
９
︲
２
５
３
︲
１
１
０
０

稲
敷
市
社
会
福
祉
協
議
会

支
所
の
廃
止

昨
年
10
月
１
日
に
旧
４
町
村
の

社
会
福
祉
協
議
会
が
合
併
し
、

「
稲
敷
市
社
会
福
祉
協
議
会
」

が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。以
後
、

旧
町
村
毎
に
支
所
を
設
置
し
地

域
福
祉
業
務
を
推
進
し
て
き
ま

し
た
が
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
運
営
の
受
託
や
、
ワ
ー
ク

ス
運
営
事
業
の
訓
練
生
の
増
員

な
ど
に
よ
り
、
職
員
の
配
置
強

化
を
す
る
こ
と
か
ら
、
今
年
４

月
１
日
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
支
所

を
廃
止
し
、
本
所
の
み
に
一
本

化
さ
れ
ま
し
た
。

　
独
居
老
人
配
食
サ
ー
ビ
ス
や

心
配
ご
と
相
談
事
業
な
ど
は
、

当
面
の
間
、
元
の
職
員
が
出
向

し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し

な
い
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

連
絡
先
は
次
の
と
お
り
で
す
。

春
の
行
政
相
談
週
間

５
月
22
日（
月
）か
ら
28
日（
日
）

ま
で
は
、
春
の
行
政
相
談
週
間

で
す
。

　
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、「
わ

か
り
づ
ら
い
道
路
案
内
標
識
を

改
善
し
て
ほ
し
い
」、「
新
し
い

住
宅
地
に
郵
便
ポ
ス
ト
を
設
置

し
て
ほ
し
い
」、「
施
設
を
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
し
て
ほ
し
い
」
な

ど
、
困
っ
て
い
る
こ
と
、
望
ん

で
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
こ
ん
な
時
、
行
政
相
談
委

員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
当
市
で
は
、
次
の
方
々
が
行

政
相
談
委
員
と
し
て
活
動
し
て

い
ま
す
。相
談
日
は
毎
月
の
広

報
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。な
お
、

５
月
の
予
定
は
Ｐ
17
に
掲
載
し

て
あ
り
ま
す
。

【
江
戸
崎
地
区
】
正
野
志
津
江

氏
（
犬
塚
９
７
６
︲
２
９
）
☎

０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
１
６
５

【
新
利
根
地
区
】
池
田
信
正
氏

（
伊
佐
津
３
２
７
５
︲
２
）
☎

０
２
９
７
︲
８
７
︲
２
６
０
２

【
桜
川
地
区
】
飯
島
榮
氏
（
阿
波

２
７
３
）
☎
０
２
９
︲
８
９
４

内
容
：
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
、
小
学

校
訪
問
、
大
学
生
と
の
交
流
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
な
ど
／
個

人
負
担
金
：
約
10
万
円
／
応
募

方
法
：
稲
敷
市
生
涯
学
習
課

（
青
少
年
担
当
）
ま
で
直
接
申
し

込
み
※
事
前
に
電
話
な
ど
で
申

込
方
法
を
要
確
認
／
応
募
期

間
：
５
月
26
日（
金
）ま
で

●
稲
敷
市
生
涯
学
習
課
（
新
利

根
庁
舎
）
☎
０
２
９
７
︲
８
７

︲
３
４
３
９（
直
通
）

自
衛
隊

幹
部
候
補
生
募
集

受
付
期
間
：
５
月
12
日（
金
）ま

で
／
資
格
：
22
歳
以
上
26
歳
未

満
の
方
、
20
歳
以
上
22
歳
未
満

で
大
学
を
卒
業
（
見
込
み
含
む
）

し
た
方
な
ど
／
試
験
日
：
一
次

＝
５
月
20
日（
土
）・
21
日（
日
）、

２
次
＝
６
月
20
日（
火
）〜
22
日

（
木
）※
飛
行
要
員
は
３
次
試
験

あ
り
／
合
格
発
表
：
一
次
＝
６

月
９
日（
金
）、
二
次
＝
７
月
中

旬
、
最
終
＝
８
月
28
日（
陸
上
・

海
上
）・
９
月
５
日（
航
空
）

●
自
衛
隊
龍
ケ
崎
募
集
事
務
所

（
龍
ケ
崎
市
寺
後
３
６
２
９
ー
５
）

☎
０
２
９
７
ー
６
４
ー
３
３
５

１

●
稲
敷
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
稲
敷
市
江
戸
崎
甲
１
９
９
２
江
戸

崎
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
０
２
９

︲
８
９
２
︲
５
７
１
１

●
新
利
根
作
業
所（
稲
敷
市
伊
佐

津
３
２
３
９
︲
１
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
内
）
☎
０
２
９
７
︲
８
７

︲
６
８
８
８

５
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で

は
憲
法
週
間
で
す

５
月
３
日
の
憲
法
記
念
日
を
中

心
に
５
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で

の
１
週
間
を
憲
法
週
間
と
し
、

関
係
機
関
で
は
人
権
尊
重
思
想

の
普
及
高
揚
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
基
本
的
人
権
の
尊
重
は
日
本

国
憲
法
の
重
要
な
柱
の
一
つ
で

あ
り
、
す
べ
て
の
人
の
人
権
が

尊
重
さ
れ
る
社
会
が
実
現
さ
れ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。憲
法

週
間
に
当
た
り
、
身
近
で
起
こ

る
差
別
や
偏
見
に
つ
い
て
一
人

一
人
が
考
え
、
人
権
尊
重
の
意

識
を
高
め
、
豊
か
な
人
間
関
係

を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　
人
権
問
題
で
お
困
り
の
と
き

は
、
最
寄
の
法
務
局
の
人
権
相

談
所
ま
た
は
人
権
擁
護
委
員
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

育
て
よ
う
一
人
一
人
の
人
権
意

識
／
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

案内

an

／
男
女
共
同
参
画
社
会
を
実
現

し
よ
う
／
高
齢
者
を
大
切
に
す

る
心
を
育
て
よ
う
／
国
際
化
時

代
に
ふ
さ
わ
し
い
人
権
意
識
を

育
て
よ
う

●
水
戸
地
方
法
務
局
・
茨
城
県

人
権
擁
護
委
員
連
合
会

「
茨
城
県
青
年
の
つ
ば
さ

事
業
」参
加
団
員
募
集

「
茨
城
県
青
年
の
つ
ば
さ
事
業
」

は
、
明
日
の
茨
城
を
担
う
青
年

を
海
外
に
派
遣
し
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
や
現
地
青
年
と
の
交

流
・
交
歓
、
福
祉
施
設
の
訪
問

な
ど
を
通
し
て
、
国
際
感
覚
を

身
に
つ
け
、
広
い
視
野
に
た
っ

て
地
域
活
動
を
推
進
で
き
る
人

材
の
育
成
を
図
る
も
の
で
す
。

県
で
は
、
18
年
度
の
参
加
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

派
遣
先
：
タ
イ
王
国
／
派
遣
期

間
：
８
月
12
日
（
土
）
〜
17
日

（
木
）
／
派
遣
人
数
：
35
人
／

参
加
資
格
：
茨
城
県
在
住
で
平

成
18
年
４
月
１
日
現
在
20
歳
以

上
30
歳
未
満
の
方
※
そ
の
他
の

資
格
・
欠
格
事
由
あ
り
／
研
修

募集

bo

topics

職
員
人
事
異
動

４
月
１
日
付
、課
長
補
佐
級
以
上

（
総
務
課
長
補
佐
兼
行
政
改
革
推
進

係
長
）
▽
桜
川
総
合
窓
口
課
＝

課
長
・
小
貫
吉
久
（
建
設
課
長
）

【
市
民
生
活
部
】▽
部
長
・
島
崎

淳
（
税
務
課
長
）
▽
市
民
課
＝
課

長
補
佐
・
糸
賀
正
志（
市
民
課
副

参
事
）
▽
税
務
課
＝
課
長
・
坂

本
正
光（
税
務
課
長
補
佐
）、課
長

補
佐
・
鈴
木
健
夫（
新
利
根
総
合

窓
口
課
長
補
佐
兼
業
務
係
長
）、
副

参
事
兼
資
産
税
係
長
・
水
飼
良

一（
税
務
課
資
産
税
係
長
）、
副
参

事
兼
住
民
税
係
長
・
栢
葉
勝
義

（
税
務
課
住
民
税
係
長
）
▽
保
険

課
＝
課
長
・
土
屋
新
一（
桜
川
保

健
セ
ン
タ
ー
所
長
）、
課
長
補
佐

兼
老
人
保
健
係
長
・
川
村
治
子

（
総
務
課
長
補
佐
）
▽
生
活
環
境

課
＝
課
長
補
佐
・
永
長
妥
啓（
下

水
道
課
業
務
係
長
）【
保
健
福
祉

部
】
▽
社
会
福
祉
課
＝
課
長
兼

人
権
同
和
対
策
室
長
・
大
島
功

（
社
会
福
祉
課
長
）、
課
長
補
佐
兼

社
会
福
祉
係
長
・
玉
造
新
一（
社

会
福
祉
課
長
補
佐
）
▽
保
護
室
＝

室
長
補
佐
・
森
田
勝
男（
東
総
合

窓
口
課
長
補
佐
）▽
高
齢
福
祉
課

＝
課
長
・
栗
山
照
夫（
生
活
環
境

課
長
補
佐
）、
課
長
補
佐
・
今
泉

房
吉
（
産
業
振
興
課
長
補
佐
）
▽

い
こ
い
の
プ
ラ
ザ
＝
所
長
（
補

佐
級
）・
根
本
滋（
社
会
福
祉
課
長

補
佐
）
▽
江
戸
崎
第
一
保
育
所

＝
所
長
・
寺
内
照
雄（
監
査
事
務

局
長
）
▽
江
戸
崎
第
二
保
育
所

＝
所
長
（
補
佐
級
）・
秋
元
美
津

子
（
主
任
保
育
士
）
▽
桜
川
保
育

所
＝
所
長
・
宮
本
国
男（
東
保
健

セ
ン
タ
ー
所
長
）▽
健
康
増
進
課

＝
課
長
・
内
田
恒
雄（
新
利
根
総

合
窓
口
課
長
）▽
江
戸
崎
保
健
セ

ン
タ
ー
＝
参
事
・
朝
比
富
士
雄

（
総
務
課
参
事
）
▽
桜
川
保
健
セ

ン
タ
ー
＝
所
長
（
補
佐
級
）・
大

久
保
好
子
（
市
民
課
課
長
補
佐
）

▽
東
保
健
セ
ン
タ
ー
＝
所
長
・

山
崎
健
一
（
江
戸
崎
第
ニ
保
育
所

長
）【
産
業
建
設
部
】
▽
部
長
・

秦
野
光
吉
（
市
民
生
活
部
長
）
▽

農
政
課
＝
課
長
・
飯
田
光
男（
産

業
振
興
課
長
）、
課
長
補
佐
・
田

丸
栄
男
（
産
業
振
興
課
副
参
事
）、

副
参
事
兼
農
林
水
産
係
長
・
根

本
英
誠
（
産
業
振
興
課
農
林
水
産

係
長
）▽
商
工
観
光
課
＝
課
長
・

坂
本
和
美
（
江
戸
崎
地
方
衛
生
土

木
組
合
所
長
）、
課
長
補
佐
兼
観

光
係
長
・
木
村
稔（
産
業
振
興
課

長
補
佐
）▽
建
設
課
＝
課
長
・
一

鍬
田
耕
寿
（
建
設
課
長
補
佐
）
▽

道
路
維
持
課
＝
課
長
・
大
西
孝

司（
保
険
課
長
）、課
長
補
佐
・
諸

【
市
長
公
室
】
▽
市
長
公
室
長

兼
秘
書
広
聴
課
長
・
宇
佐
美
嘉

一
（
秘
書
広
聴
課
長
）
▽
秘
書
広

聴
課
＝
政
策
審
議
室
課
長
補

佐
・
高
山
久
（
企
画
課
長
補
佐
）

▽
企
画
課
＝
参
事
兼
課
長
・
大

竹
克
己（
参
事
兼
生
涯
学
習
課
長
）

【
総
務
部
】▽
部
長
・
川
崎
泰
治

（
総
務
部
次
長
）、次
長
・
岡
澤
あ

さ
子
（
桜
川
保
育
所
長
）
▽
総
務

課
＝
課
長
・
松
本
武
夫（
総
務
課

長
補
佐
）、
課
長
補
佐
・
奥
澤
憲

二（
総
務
課
人
事
給
与
係
長
）、
課

長
補
佐
・
糸
賀
一
典（
江
戸
崎
総

合
窓
口
課
長
補
佐
）、
副
参
事
兼

行
政
改
革
推
進
係
長
・
萩
谷
克

巳
（
産
業
振
興
課
農
林
水
産
係
長
）

▽
管
財
課
＝
副
参
事
兼
契
約
検

査
係
長
・
斉
藤
東
敏（
管
財
課
契

約
検
査
係
長
）▽
江
戸
崎
総
合
窓

口
課
＝
課
長
補
佐
・
野
口
美
代

子（
会
計
課
長
補
佐
）、課
長
補
佐

兼
業
務
係
長
・
岡
見
正
巳
（
都

市
計
画
課
長
補
佐
）
▽
新
利
根
総

合
窓
口
課
＝
課
長
・
松
田
文
次

（
水
道
局
新
利
根
事
務
所
）、
課
長

補
佐
兼
業
務
係
長
・
大
塚
英
世

岡
三
千
雄
（
下
水
道
課
長
補
佐
兼

整
備
係
長
）
▽
都
市
計
画
課
＝

課
長
補
佐
兼
開
発
係
長
・
宮
本

昭
（
都
市
計
画
課
開
発
係
長
）
▽

下
水
道
課
＝
課
長
・
沼
崎
忠
夫

（
企
画
課
長
）、
課
長
補
佐
兼
業

務
係
長
・
根
本
健（
下
水
道
課
課

長
補
佐
）、
課
長
補
佐
兼
整
備
係

長
・
坂
本
猛
（
江
戸
崎
総
合
窓
口

課
長
補
佐
）【
教
育
委
員
会
】
▽

教
育
総
務
課
＝
課
長
補
佐
・
斉

藤
正
裕
（
生
涯
学
習
課
長
補
佐
）

▽
新
利
根
幼
稚
園
＝
教
頭
・
鳥

羽
美
代
子（
ゆ
た
か
幼
稚
園
教
頭
）

▽
桜
川
幼
稚
園
＝
園
長
・
飯
塚

き
よ
子
（
み
の
り
幼
稚
園
教
頭
）、

教
頭
・
酒
井
恵
美
子（
ゆ
た
か
幼

稚
園
教
諭
）
▽
み
の
り
幼
稚
園

＝
教
頭
・
根
本
百
合
子（
桜
川
幼

稚
園
教
頭
）
▽
ゆ
た
か
幼
稚
園

＝
教
頭
・
坂
本
み
さ
を（
新
利
根

幼
稚
園
教
頭
）▽
生
涯
学
習
課
＝

課
長
・
池
田
政
信（
人
権
同
和
対

策
室
長
）【
会
計
課
】
▽
課
長
・

津
本
義
衛
（
江
戸
崎
第
一
保
育
所

長
）【
議
会
事
務
局
】
▽
事
務
局

長
・
三
ツ
井
洋
平
（
総
務
課
長
）

【
監
査
事
務
局
】▽
事
務
局
長
・

上
山
成
夫
（
下
水
道
課
長
）【
水

道
局
】
▽
新
利
根
事
務
所
＝
所

長
・
柳
町
行
夫（
健
康
増
進
課
長
）、

東
事
務
所
＝
課
長
補
佐
・
沼
崎

俊
二（
建
設
課
課
長
補
佐
）

【
派
遣
出
向
】
▽
江
戸
崎
地
方

衛
生
土
木
組
合
＝
所
長
・
土
肥

徳
良
（
議
会
事
務
局
長
）
▽
い
な

し
き
青
年
の
家
＝
所
長
・
内
埜

剛
久
▽
稲
敷
市
社
会
福
祉
協
議

会
＝
事
務
局
長
・
高
田
賢
一
、

事
務
局
次
長
・
小
林
守

【
新
採
】企
画
課
＝
主
事
・
根
本

尚
哉
、
下
水
道
課
＝
主
事
・
林

克
紀
、
高
齢
福
祉
課
＝
主
事
・

仲
内
雅
裕
、農
政
課
＝
主
事
補・

仲
内
雅
也
、
建
設
課
＝
主
事
・

油
原
博
臣
、
都
市
計
画
課
＝
主

事
・
根
本
秀
章

【
退
職
】（
３
月
31
日
発
令
）
伊
藤

善
之
（
総
務
部
長
）、
飯
塚
恒
雄

（
産
業
建
設
部
長
）、
水
飼
博
文

（
桜
川
総
合
窓
口
課
参
事
兼
課
長
）、

板
橋
正
（
東
総
合
窓
口
課
参
事
）、

坂
本
秀
子
（
教
育
総
務
課
参
事
）、

黒
田
水
子
（
東
総
合
窓
口
課
主
任

主
査
）、
林
悦
子（
産
業
振
興
課
係

長
）、飯
島
町
子（
保
険
課
係
長
）、

宮
本
恵
子
（
議
会
事
務
局
主
査
）、

本
橋
幸
夫
（
桜
川
幼
稚
園
運
転

手
）、
川
崎
よ
う（
鳩
崎
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
用
務
員
）
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■休日診療当番医
5月3日（水）	 矢野整形外科医院（江戸崎）tel.029-892-2127
	 おおさわ眼科医院（阿見）tel.029-843-7272
	 横田医院（龍ケ崎）tel.0297-62-0047
	 飯野クリニック（龍ケ崎）tel.0297-60-2323
5月4日（木）	 竹尾医院（河内）tel.0297-86-2436
	 湯原病院（阿見）tel.029-887-0310
	 吉澤胃腸科医院（龍ケ崎）tel.0297-66-0977
	 牛尾病院（龍ケ崎）tel.0297-66-6111
5月5日（金）	 江戸崎眼科医院（江戸崎）tel.029-892-0262
	 美浦中央病院（美浦）029-885-3551
	 福岡小児科医院（龍ケ崎）tel.0297-66-3245
	 西新道外科医院（龍ケ崎）tel.0297-62-0855
5月7日（日）	 坂本耳鼻咽喉科医院（江戸崎）tel.029-892-2627
	 阿見第一クリニック（阿見）tel.029-887-3511
	 青木医院（龍ケ崎）tel.0297-64-3131
	 いがらしクリニック（龍ケ崎）tel.0297-62-0936
5月14日（日）	 角崎クリニック（新利根）tel.0297-87-6030
	 かない皮フ科（阿見）tel.029-888-8188
	 さくらクリニック（龍ケ崎）tel.0297-65-1211
	 野村医院（龍ケ崎）tel.0297-62-6561
5月21日（日）	 和田医院（桜川）tel.029-894-2412
	 しのつか医院（阿見）tel.029-888-2450
	 はたの内科松葉クリニック（龍ケ崎）tel.0297-65-7282
	 いしかわクリニック（龍ケ崎）tel.0297-62-0378
5月28日（日）	 宮本病院（東）tel.0299-79-2114
	 印南クリニック（阿見）tel.029-834-2222
	 山村医院（龍ケ崎）tel.0297-66-0555
	 竜ケ崎医院（龍ケ崎）tel.0297-62-0550
診療時間：午前9時から午後4時まで／都合により変更にな
る場合がありますので、確認してからお出かけください
■いなしき健康相談
医師が医療相談などに、24時間年中無休でお答えします。
●フリーダイヤルtel.0120-69-3389
■犬猫引取
手数料：2,000円（一匹）　江戸崎庁舎第2駐車場奥=5月11
日（木）、25日（木）午後2時10分〜30分
●稲敷市生活環境課tel.029-894-2327（直通）

■法律相談
申込：予約制。電話で申込む。5月8日（月）午前8時30分か
ら受付。定員各会場6名。
法律問題の相談に弁護士がお答えします。
江戸崎庁舎＝5月16日（火）／東庁舎＝5月17（水）時間：午
後1時〜４時
●稲敷市総務課tel.029-892-2000（内線2208）

■心配ごと相談
申込：予約制／無料／時間：午後１時30分〜４時
▽江戸崎公民館＝5月18日（木）　▽ふれあいセンター＝5
月11日（木）　▽桜川庁舎＝5月25日（木）　▽東庁舎分庁舎
2階＝6月1日（木）

●稲敷市社会福祉協議会tel.029-892-5711
■行政相談
行政に関する相談を受け付けます。直接ご来場ください。
時間：午後１時30分〜４時
▽江戸崎公民館＝5月18日（木）　▽ふれあいセンター＝5
月11日（木）　▽桜川庁舎＝5月25日（木）▽東庁舎分庁舎2
階＝6月1日（木）

■人権相談
人権に関する相談に、人権擁護委員などがお答えします。
時間：午後１時30分〜４時
▽江戸崎公民館＝5月18日（木）　▽ふれあいセンター＝5
月11日（木）　▽桜川庁舎＝5月25日（木）　▽東庁舎分庁舎
2階＝6月1日（木）

●稲敷市人権同和対策室tel.029-892-2000（内線3300）

■家庭教育相談
専門の相談員が、子育てに関する悩みにお答えします。
日程：5月25日（木）午前10時〜午後4時／場所：各公民館・
生涯学習センター／申込：要予約（会場含め）

●稲敷市教育委員会生涯学習課tel.0297-87-3439（直通）

■子育てサロン
就学前のお子さんとその保護者を対象に開催します。
日程：5月25日（木）午前10時〜正午／場所：江戸崎体育館
●稲敷市教育委員会生涯学習課tel.0297-87-3439（直通）

■5月の納税（納期限：5月31日（水））
軽自動車税：全期

informationくらしと情報 informationくらしと情報

介
護
者
教
室

市
で
は
、
介
護
者
の
為
に
、
水

郷
荘
の
協
力
を
得
て
無
料
の
介

護
者
教
室
を
全
６
回
の
予
定
で

開
催
し
ま
す
。第
１
回
目
は
次

の
と
お
り
で
す
。送
迎
用
の
中

型
バ
ス
を
一
台
用
意
し
ま
す
。

日
時
：
６
月
22
日（
木
）午
前
10

時
か
ら
11
時
30
分
／
会
場
：
江

戸
崎
公
民
館
／
講
師
：
新
保
留

美
子
氏
（
水
郷
荘
事
務
局
長
）
／

内
容
：
高
齢
者
の
虐
待
に
つ
い

て
／
申
込
方
法
：
電
話
で
稲
敷

市
い
こ
い
の
プ
ラ
ザ
へ

●
稲
敷
市
い
こ
い
の
プ
ラ
ザ
☎

０
２
９
７
︲
６
３
︲
１
０
０
４

母
子
家
庭
等

自
立
促
進
講
習
会

母
子
家
庭
や
寡
婦
の
方
々
の
就

労
援
助
対
策
の
一
助
と
し
て
、

自
立
促
進
の
た
め
の
無
料
の
講

習
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

対
象
者
：
母
子
家
庭
の
母
お
よ

び
寡
婦
／
受
講
種
目
：
訪
問
介

護
員
２
級
課
程
／
募
集
人
員
：

30
人
／
受
講
期
間
：
７
月
９
日

〜
12
月
３
日（
延
日
数
22
日
）
／

講
習
内
容
：
講
義
お
よ
び
実
技
、

施
設
実
習
、
市
町
村
ヘ
ル
パ
ー

同
行
実
習
※
詳
し
い
日
程
は
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
／
講
習
会

場
：
県
立
母
子
の
家
「
母
子
福

祉
セ
ン
タ
ー
」
／
受
講
手
続
：

申
込
書
に
必
要
書
類
を
添
付
し

５
月
25
日
（
消
印
有
効
）
ま
で
に

郵
送
で
申
込
み
※
申
込
書
は
稲

敷
市
児
童
福
祉
課
で
入
手
可
／

申
込
先
：
県
立
母
の
家
「
母
子

福
祉
セ
ン
タ
ー
」（
〒
３
１
０
ー

０
０
６
５
水
戸
市
八
幡
町
１
１
ー

５
２
）
☎
０
２
９
ー
２
２
１
ー

８
４
９
７
／
そ
の
他
：
託
児
所

あ
り
・
交
通
費
の
一
部
補
助
あ

り
・
保
険
料
お
よ
び
細
菌
検
査

料
は
自
己
負
担

●
稲
敷
市
児
童
福
祉
課

（
新
利
根
庁
舎
）
☎
０
２

９
ー
８
９
２
ー
２
０
０

０（
内
線
３
４
０
０
）

お
詫
び
と
訂
正

先
月
４
月
号
の
Ｐ
28

「
ぶ
ら
〜
り
・
稲
敷
」の

記
事
中
、
和
田
公
園
で

「
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
が

で
き
る
」
と
の
記
載
が

あ
り
ま
し
た
が
、
オ
ー

ト
キ
ャ
ン
プ
の
利
用
は

不
可
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
お
詫
び
し
て
訂

正
い
た
し
ま
す
。

子育てカレンダー
■地域子育て支援センター（新利根つばさ保育園内tel.0297-87-3600）

日程	 内容	 会場	 定員
5月9日（火）	 サロンの日、相談日	 つ	 どなたでも
5月10日（水）	 りすちゃん広場（0〜1歳）	 つ	 15組
5月16日（火）	 伝承遊び講座（0歳〜）	 つ	 15組
5月19日（金）	 うさちゃん広場（1〜2歳）	 つ	 15組
5月23日（火）	 サロンの日、相談日	 つ	 どなたでも
5月25日（木）	 くまちゃん広場（2歳〜）	 つ	 15組
5月26日（金）	 栄養講座（0歳〜）	 つ	 10組
5月31日（水）	 お散歩に行こう（森林公園）	 ー	 どなたでも

■ふれあい広場（江戸崎第ニ保育所tel.029-892-4094）
日程	 内容	 会場	 定員
5月23日（火）	 みんなで遊ぼう（2歳〜）	 二	 30組

■あそびの広場（桜川保育所tel.029-894-3703）
日程	 内容	 会場	 定員
5月24日（水）	 小麦粉粘土で遊ぼう	 桜保	 30組

会場：つ＝つばさ保育園／ニ＝江戸崎第ニ保育所／桜保＝桜川
保育所

稲敷市地域交流スペース
会場：特別養護老人ホーム水郷荘３階
問：tel.0299-79-2319
教室名	 日時
陶芸教室（予約制）	 火・木曜＝午後1時〜
	 日曜＝午前9時〜
料理教室	 5月22日（月）午前10時〜
リハビリ体操教室	 5月22日（月）午後１時〜
太極拳教室	 5月10日（水）午後1時30分〜
生花教室	 5月18日（木）午後１時30分〜
手話愛好会	 5月19日（金）午後７時〜
カラオケ教室	 火・土曜午後１時30分〜
絵手紙教室	 5月24日（水）午後1時30分〜
梅さんの落語会	 5月20日（土）午後1時30分〜
囲碁教室	 月曜午後１時〜

発生件数：38（100）
　負傷者：50（130）
　　死者：1（3）
※3月1日〜31日
かっこ内は年累計

市の人口（常住人口） 交通事故件数

総人口：49,303人（-138）
　　男：24,413人（-43）
　　女：24,890人（-95）
世帯数：15,030（+4）
※4月1日現在。かっこは前月比

開催

ka



広報稲敷平成18年5月号　1819　広報稲敷平成18年5月号

の
県
予
選
が
３
月
26
日
、
行
方
市
北
浦

総
合
グ
ラ
ン
ド
で
行
わ
れ
、
丘
野
須
磨

子
さ
ん
（
駒
塚
）
と
北
川
勝
江
さ
ん
（
柴

崎
）
が
霞
ヶ
浦
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て

出
場
。並
み
い
る
強
豪
を
押
さ
え
、
ミ

ド
ル
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部
で
見
事
優
勝
し

ま
し
た
。二
人
は
、５
月
27
、28
日
に
山

口
県
で
開
催
さ
れ
る
全
国
選
抜
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

4
根
宿
町
の
山
車
改
築

（
財
）自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、
宝
く

じ
の
収
益
金
を
地
域
の
発
展
に
活
か
そ

う
と
、助
成
事
業
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
ど
、
平
成
17
年
度
に
助
成
を
受

け
た
根
宿
町
（
江
戸
崎
地
区
）
の
山
車
が

改
築
さ
れ
、
そ
の
お
披
露
目
引
き
が
行

わ
れ
ま
し
た
。今
年
の
祇
園
祭
で
は
、

き
れ
い
に
改
築
さ
れ
た
山
車
の
姿
が
見

ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

5
　

GG
稲
敷
後
援
会
設
立
総
会

茨
城
ゴ
ー
ル
デ
ン
ゴ
ー
ル
ズ
稲
敷
後
援

会
の
設
立
総
会
が
４
月
14
日
、
桜
川
公

民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。総
会
へ
は
役

員
な
ど
約
30
人
が
出
席
。今
年
の
事
業

計
画
や
予
算
な
ど
今
後
の
運
営
方
針
に

つ
い
て
話
し
合
わ
れ
、役
員
か
ら
は「
こ

れ
か
ら
も
選
手
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
最

優
先
に
」
と
の
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

後
援
会
で
は
GG
を
応
援
し
て
頂
け
る
会

員
の
方
を
、随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

で・き・ご・と
3-4月

市内の様々な行事、
出来ごとなどを取り上げます。

●稲敷市秘書広聴課tel.029-892-2000（代表）
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1
市
内
で
入
学
式

市
内
の
各
保
育
所
、
幼
稚
園
、
小
中
学

校
な
ど
で
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

４
月
６
日
に
は
小
学
校（
写
真
ａ
＝
阿
波

小
学
校
）
で
、
７
日
に
は
中
学
校
（
写
真

ｂ
＝
新
利
根
中
学
校
）
で
、
10
日
に
は
幼

稚
園
（
写
真
ｃ
＝
桜
川
幼
稚
園
）
で
そ
れ

ぞ
れ
行
わ
れ
、
新
入
生
た
ち
は
新
た
な

生
活
に
期
待
を
抱
き
な
が
ら
も
緊
張
し

た
面
持
ち
で
式
に
臨
ん
で
い
ま
し
た
。

2
年
賀
状
大
賞
コ
ン
ク
ー
ル

桜
川
保
育
所
の
２
名
が
入
賞

第
３
回
全
日
本
年
賀
状
大
賞
コ
ン
ク
ー

ル
絵
手
紙
部
門
で
桜
川
保
育
所
の
宮
本

愛
華
ち
ゃ
ん（
浮
島
）が
地
方
支
社
長
賞

を
、
根
藤
か
え
で
ち
ゃ
ん（
須
賀
津
）が

入
選
に
選
ば
れ
、
３
月
24
日
、
阿
波
郵

便
局
長
よ
り
賞
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。今
回
の
入
選
し
た
作
品
は
、
ク
ラ

ス
全
員
で
今
年
の
干
支
の
犬
を
テ
ー
マ

に
書
い
た
年
賀
状
を
応
募
し
た
も
の
。

愛
華
ち
ゃ
ん
は
「
犬
が
大
好
き
な
の
で

が
ん
ば
っ
て
描
き
ま
し
た
。」、
か
え
で

ち
ゃ
ん
は
「
絵
が
大
好
き
。大
き
く
な

っ
た
ら
絵
描
き
に
な
り
た
い
。」
と
二

人
と
も
う
れ
し
そ
う
な
表
情
で
入
賞
し

た
感
想
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

3
全
国
選
抜
GB
県
予
選
優
勝

第
21
回
全
国
選
抜
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

1-a
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第2回　芒
のげ
𥔎
さき
精
せい
一
いち
さん

芒𥔎精一さんのプロフィール
有限会社ハリーウェットスーツ代
表取締役、55歳／社名のHOLLY
の由来はヒイラギの葉から。
●有限会社ハリーウェットスーツ
／稲敷市椎塚1241番地7／ tel.	
029-892-4696HPhttp://www.
hollywet.co.jp/

今月は、市内でウェットスーツを生
産し全国でもトップクラスのメーカ
ー、有限会社「ハリーウェットスー
ツ」代表取締役の芒𥔎精一さん（椎

塚）です。今年で創業20周年を迎え
ます。

☆
創業からこれまでの苦労などは？
ウェットスーツを作るようになった
のは、もちろんサーフィンが大好き
だからさ。サーフィーンを始めたの
は今から30年以上昔のオレが19
歳の時。先輩から誘われてサーフィ
ンを始めたんだ。当時はウェットス
ーツなんてものはなくて、みんなジ

ーンズ一丁で波に乗っていたよ。そ
のうちウェットスーツを着るように
なったんだけど、気に入るものがな
くてね。それなら自分で作ってしま
えと、この会社を立ち上げたんだ。
　うちの会社は1986年に始めたん
だけど、最初は自分で着ていたウェ
ットスーツを分解して、独学で作り
方を学んだんだ。会社を興してから
の数年間はホントに失敗だらけ。自
分でつくったスーツを着ては海で試
し、気に入らない点を直しては海に
行き、何度も何度も試行錯誤を繰り
返した結果、ようやくモノになるも
のが出来上がったんだ。そんな苦労

の甲斐もあって、今では年間約
4000着を生産する国内でトップク
ラスのメーカーになれたんだよね。
この仕事の楽しいところは？
海を通じていろんなヤツらと知り合
いになれることかな。外国の人やい
ろんな職業の人と知り合いになれる
よ。そんなヤツらといっしょに波に
乗るのがまた楽しいね。
今後の目標を教えてください？
稲敷市は、サーフィンをする若者が
案外多いんだよねぇ。この仕事を通
じて、どんどん若いサーファー達を
育てていきたいよ。その為にももっ
とがんばりたいね。

稲 敷 で 生 き る 人 々

型紙作成の様子

レポーター大募集！
稲敷市のうまいもんを、素敵な笑顔で紹介してくれるレポーター
を募集しています。「レポーター希望」と明記し、下記宛先まで応
募ください。（食べ物の好き嫌い、取材の日程などは調整します。）

わが故
ま ち

郷の味、発見の旅へ…no.10

いなしきうまいもん

大盤振舞い！
Present
15名

稲
敷
市
江
戸
崎
甲
３
２
７
７-

１

稲
敷
市
役
所
秘
書
広
聴
課

広
報
稲
敷

「
う
ま
い
も
ん
プ
レ
ゼ
ン
ト

⑤
」
係

300-059550

松飯店松飯店

至 潮来・佐原至 潮来・佐原

至 土浦至 土浦

古渡小学校古渡小学校

桜川総合運動公園桜川総合運動公園

スーパー
マーケット
スーパー
マーケット

広域農道広域農道

国道125号国道125号

ふ
っ
く
ら
や
わ
ら
か

地
元
で
と
れ
た
、自
慢
の
飯
出
米

この他、焼肉丼、あさり
丼、ミニうな丼、ねぎと
ろ丼などのセットメニ
ューも豊富です。

○郵便番号
○住所
○氏名
○年齢
○電話番号
○わたしのオススメ！
　うまいもん
○広報稲敷の感想

皆
さ
ん
の
ご
来
店
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

飯
出
米
が
自
慢
で
す

今
回
お
じ
ゃ
ま
し
た
の
は
中
華
食

堂
の
松
飯
店
さ
ん
（
飯
出
）。こ
こ

の
お
す
す
め
は
、ご
飯
、串
カ
ツ
、

ラ
ー
メ
ン
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
ボ

リ
ュ
ー
ム
満
点
の
「
ラ
ー
メ
ン
セ

ッ
ト
」。お
米
は
地
元
の「
飯
出
米
」

を
使
っ
て
い
ま
す
。こ
の
お
米
は

近
く
で
練
習
を
す
る
ゴ
ー
ル
デ
ン

ゴ
ー
ル
ズ
の
選
手
か
ら
も
お
い
し

い
と
評
判
で
す
。

親
を
超
え
る

人
気
店
を
目
指
し
て

現
在
、
料
理
を
作
っ
て
い
る
の
は
、

引
き
継
い
だ
次
男
の
松
田
新
二
さ

ん
。学
校
を
卒
業
し
て
か
ら
10
年

以
上
も
色
々
な
お
店
で
修
行
を
重

最近、英語の学校を卒業したばかり。
将来は得意の英語を活かして映画配給
の仕事をしてみたいかな？今日はチャ
ーハン作りにチャレンジしま〜す！

今月のレポーター
戸舘佳美さん（小角）

松飯店

ね
て
き
ま
し
た
。新
二
さ
ん
の
夢

は
こ
の
店
を
も
っ
と
人
気
店
に
す

る
こ
と
。ご
両
親
の
人
柄
に
惹
か

れ
て
訪
ね
て
く
る
常
連
さ
ん
も
多

い
そ
う
。そ
ん
な
お
父
さ
ん
を
超

え
る
お
店
に
し
た
い
そ
う
で
す
。

　
さ
っ
そ
く
私
も
チ
ャ
ー
ハ
ン
作

り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
し
た
。

中
華
鍋
は
重
さ
が
２
kg
近
く
あ
っ

て
、
と
て
も
動
か
せ
ま
せ
ん
で
し

た
。こ
れ
で
手
早
く
料
理
す
る
な

ん
て
ビ
ッ
ク
リ
で
す
。

松飯店さんから「食事券」を提供
していただきました。広報稲敷読
者の方15名様にプレゼントしま
す。はがきでご応募ください。お
一人様一通とさせていただきま
す。締切5月19日（金）消印有効。
当選者の発表は食事券の発送を
もってかえさせていただきます。

☎029-894-3762
稲敷市飯出1924番地
OPEN	 午前11時〜午後2時、
	 午後5時〜9時
毎週日曜日定休

チ
ャ
ー
ハ
ン

作
り
に
挑
戦
！
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	 ●ふれあいセンター tel.0297-87-6111
	 ●江戸崎保健センター tel.029-840-5170
	 ●桜川保健センター tel.029-894-3909
	 ●東保健センター tel.0299-80-4500

保健センター

運動教室
申込：予約制。会場へ申込む。／時間：午前10時〜11時30分

体力アップ教室
6月1日（木）、6日（火）、14日（水）、21日（水）、28日（水）	 ふれあいセンター
6月5日（月）、12日（月）、19日（月）、26日（月）	 東保健センター

リフレッシュ & ボール・エクササイズ
6月2日（金）、9日（金）、16日（金）、30日（金）	 ふれあいセンター

ウォーキング教室
6月7日（水）	 ふれあいセンター

健康教室
定員：各50名／申込：予約制。会場へ申込む。／時間：午後2時〜3時30分

高脂血症予防教室
6月8日（木）、15日（木）、29日（木）	 ふれあいセンター

しぼれ! 体脂肪
6月1日（木）、7日（水）、14日（水）、21日（水）、27日（火）	 ふれあいセンター

精神保健
内容：こころの健康、悩み、病気についてご相談ください。／申込：予約制。会場へ申込む。
6月7日（水）	 こころの健康相談	 午後1時30分〜3時30分	 桜川保健センター	 要予約
6月29日（木）	 こころの健康相談	 午後1時30分〜3時30分	 ふれあいセンター	 要予約
6月29日（木）	 こころのリハビリ	 午前10時〜11時30分	 ふれあいセンター	 要申込

五月病ってなに？

風爽やかな5月になりました。爽やか
な季節なのに、5月の連休明けにはう
つ的な気分に陥ってしまい、無気力な
状態になってしまう方もいます。新し
い環境の変化になれずに自分の殻に閉
じこもりがちになる「心のスランプ」
そのような状況を「五月病」と呼ばれ
ています。（ただし5月に限られてはいま

せんが…）

　五月病とはどんな状況になるのでし
ょうか？
　「やる気がでない」「食欲がない」と
いったものから、頭痛・不眠症といっ
た症状まで様々です。もしも五月病か
なと思ったらストレスをためないよう
にしましょう。スポーツ・音楽・読書
など自分にあったストレス解消法を見
つけましょう。
　新しいことにチャレンジすることも
生活の活性化になり、上手にストレス

を乗り越えることで五月病の予防にな
ります。

乳幼児予防接種
申込：予約制。会場へ申込む。6月実施分は5月22日（月）から受付け。
6月12日（月）	 三種混合	 午後1時30分〜2時	 東保健センター	 要予約
6月13日（火）	 三種混合	 午後1時10分〜1時40分	 江戸崎保健センター	 要予約
6月15日（木）	 ポリオ	 午後1時10分〜1時40分	 ふれあいセンター	 要予約
6月20日（火）	 ポリオ	 午後1時10分〜1時40分	 江戸崎保健センター	 要予約
6月30日（金）	 ポリオ	 午後1時30分〜2時	 桜川保健センター	 要予約

乳幼児健診・育児教室
申込：対象者には通知。申込み不要。／※6〜7か月児育児教室の受付は、午前10時までにお願いします。
6月5日（月）	 6〜7か月児育児教室①	 午前10時〜11時30分	 ふれあいセンター	 個人通知
6月6日（火）	 1歳6か月児健診	 午後1時〜1時20分	 江戸崎保健センター	 個人通知
6月9日（金）	 3歳児健診	 午前9時15分〜9時45分	 ふれあいセンター	 個人通知
6月12日（月）	 2歳児歯科健診	 午後1時〜1時20分	 江戸崎保健センター	 個人通知
6月13日（火）	 2歳児歯科健診	 午前9時15分〜9時30分	 ふれあいセンター	 個人通知
6月14日（水）	 6〜7か月児育児教室②	 午前10時〜11時30分	 ふれあいセンター	 個人通知
6月16日（金）	 3歳児健診	 午後1時〜1時20分	 桜川保健センター	 個人通知
6月19日（月）	 6〜7か月児育児教室③	 午前10時〜12時	 ふれあいセンター	 個人通知
6月22日（木）	 9〜10か月児育児教室	 午前9時15分〜9時45分	 東保健センター	 個人通知
6月22日（木）	 3〜4か月児健診	 午後1時15分〜1時45分	 東保健センター	 個人通知
6月23日（金）	 9〜10か月児育児教室	 午前9時15分〜9時45分	 桜川保健センター	 個人通知
6月23日（金）	 3〜4か月児健診	 午後1時15分〜1時45分	 桜川保健センター	 個人通知
6月28日（水）	 1歳6か月児健診	 午後1時〜1時20分	 東保健センター	 個人通知

子育て教室「キッズクラブ」
内容：親子で楽しく遊ぶ教室です。／時間：午前10時〜11時30分／申込：予約制。ふれあいセンターへ申込む。※初
めて参加する方は3日前までにお申込みください。
6月6日（火）	 桜川保健センター	 6月15日（木）	 江戸崎保健センター
6月20日（火）	 東保健センター	 6月29日（木）	 ふれあいセンター

相談
内容：健康に関する悩みや疑問に、保健師がお答えします。お気軽にご相談ください。
6月14日（水）	 住民健康相談	 午前10時〜11時	 桜川保健センター	 直接来所

検診（総合健診）
詳しくは「保健事業のお知らせ」を参考にしてください。（3月下旬配布済）／会場へ予約ください。

予約期間＝6月5日（月）〜9日（金） 予約期間＝6月12日（月）〜16日（金）

7月11日（火）、12日（水）、13日（木）　東保健センター	 7月18日（火）、19日（水）、20日（木）　桜川保健センター

献血
血液が不足しています。ご協力お願いします
6月23日（金）	 献血	 午前10時〜午後3時30分	 江戸崎ショッピングセンターパンプ
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	 ●稲敷市立図書館tel.0299-79-3111、検索：opac.city.inashiki.lg.jp
	 ●江戸崎公民館図書室tel.029-892-4110
	 ●新利根公民館図書室（改善センター内）tel.0297-87-2175
	 ●桜川公民館図書室tel.029-894-2981

図書だより

5月の開館（室）日

 日 月 火 水 木 金 土
	 	 1	 2 3 4	 5	 6
	 7	 8	 9	 10	 11	 12	 13
	 14	 15	 16	 17	 18	 19	 20
	 21	 22	 23	 24	 25	 26	 27
	 28 29	 30	 31

■市立図書館休館日：■
■江戸崎図書室：毎週月曜日、5
月3〜５日、30日休室
■新利根・桜川図書室：毎週月曜
日、5月3〜5日休室
●開館（室）時間：午前9時〜午後
５時、※図書館は水曜日のみ午前
11時〜午後7時

新着図書（図書館）
「Op.（オペレーシ

ョン）ローズダス
ト上・下」、福井晴
敏、「し」原田宗典、
「チョコレートコ
スモス」恩田陸、
「ドリームバスタ
ー 3」宮部みゆき

江戸崎図書室

返却のお願い
返却を忘れている本、DVD、ビデオ、
CDはありませんか？昨年末から、延
滞が少し増えているようです。その資
料を借りたい人が待っています。早め
にご返却お願いします。
　市内の3つの公民館と図書館で返却
することができます。
新着図書
「沖で待つ」絲山秋子、「超バカの壁」養
老孟司、「少しは、恩返しができたかな」
北原美貴子、「ひなた」吉田修一、「ウー
マンズ・アイランド」林真理子ほか

　図書館では絵本コーナーで「こども
たちにすすめたい絵本」の展示を行い
ます。どうぞご利用ください。

読書週間スタンプラリー開催中

5月の展示
「映画化、ドラマ化｣
5月は「ダ・ヴィンチ・コード」「明日の
記憶」「嫌われ松子の一生」「陽気なギ
ャングが地域を回す」など話題作品が
公開予定です。映画化、ドラマ化にな
る作品を展示します。自分流の読み方
でどうぞ。
新着図書
「オーラの条件」林真理子、「空想亭の
苦労咄」東郷隆、「愛のあとにくるもの」
辻仁成、「親父の遺言」いかりや浩一、
「私（わたし）という病」中村うさぎ
新着ビデオ
「オールイン〜運命の愛 7〜12巻」、
「ハウルの動く城」、「まじめにふまじ
めかいけつゾロリ 5〜11巻」ほか

市立図書館

子ども映画会
題名：「トムとジェリードルーピーと
いっしょ」／日時：5月13日（土）、
14日（日）午後2時〜（上映時間53分）

／申込：当日、図書館カウンターへ申
込む。定員70名
おはなし会
ボランティアの方が、紙芝居や絵本を
読んでくれます。
日時：5月28日（日）午後2時〜
2006第48回「子ども読書週間」
読書でこどものこころを豊かに
よい本やよい雑誌に親しむことをすす
め、読書の楽しみや喜びを知らせ、正
しい読書の習慣を身につけさせる好機
です。そして同時に大人にとっては、
こどもの読書がいかに大切なことか、
よい本や雑誌を与えるためにはどうい
う努力をしたらよいか、ということに
ついて考える機会でもあるといえまし
ょう。

スポーツ

少年空手大会

第1回稲敷空手道スポーツ少年団大会
が、3月12日江戸崎体育館で行われ
ました。大会に参加したのは、市内で
空手を行う幼稚園から中学生の約
120人。大会は技のスピードや正確さ
や美しさを競う「形の部」で行われま
した。
大会結果
▽低学年の部：優勝＝谷原田龍一、準
優勝＝庄司圭汰、3位＝平野直也▽中
学年の部：優勝＝内山友里加、準優勝
＝仲山徹、3位＝大野翔平▽高学年の
部：優勝＝石井稜介、準優勝＝萩原駿
介、3位＝貝塚葵▽中学年の部：優勝
＝山内梨華子、準優勝＝石井克明、3
位＝松葉潔久

クラブバスケ大会

第1回稲敷市クラブバスケットボール
大会が3月25日、26日の2日間、江

戸崎体育館で行われました。大会へは
バスケットボールチーム男子16チー
ム、女子8チームの約400人が参加。
熱戦を繰り広げ、爽やかな汗を流して
いました。
大会結果
▽男子の部：優勝＝NOMO'S 、準優勝
＝白河ビーンズ、3位＝レッドビーン
ズ、アップルティー▽女子の部：優勝
＝HI-PRESSURES、準優勝＝SLANGS、	
3位＝IPU、.moco

初級エアロビクス教室募集

有酸素運動であるエアロビクスは、全
身持久力を高め、脂肪を燃焼してくれ
ます。基本ステップをマスターし、音
楽に合わせて楽しく汗をかきましょ
う。
日時：6月7日から7月26日までの毎
週水曜日、午後7時30分〜8時30分
／場所：新利根総合運動公園体育館／
参加費：2,000円（教室初日に徴収）／申

込：新利根公民館（tel.0297-87-2175）

へ申込む。受付は5月23日（火）〜（月

曜除く）／定員：40名程度

トレーニング室の利用

江戸崎体育館トレーニング室をはじめ
てご利用いただく方には、マシーンの
使い方やトレーニング室での注意点な
どについての「初回講習」を受けてい
ただきます。この講習を受けられた方
に「個人利用カード」を発行いたしま
すので、以後は自由にご利用いただけ
ます。
　講習時間は平日が午前10時、午後3
時、午後7時で、土日祝日が午前10時、
午後3時、午後6時の毎日3回行って
います。（休館日を除く）利用できる方
は高校生以上です。初回講習会は無料
ですが、以後有料となります。お気軽
にお申し出ください。
●江戸崎体育館tel.029-892-8661

●稲敷市教育委員会生涯学習課
　社会体育係（新利根庁舎）tel.0297-87-3439（直通）
　江戸崎総合運動公園tel.029-892-8661（直通）
　桜川総合運動公園tel.029-894-3600（直通）

1 2写真提供：市空手道協会 写真提供：市空手道協会
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ar
ts

 a
nd

 li
te

ra
tu

re
稲
敷
文
芸

俳句

短歌

雪
原
で
脚
が
な
い
の
に
こ
の
力	

坂
本
美
園（
戸
張
）

野
遊
び
に
疲
れ
て
眠
る
児
の
重
さ	

幸
田
不
死
男（
荒
宿
）

春
に
入
り
パ
ス
テ
ル
カ
ラ
ー
の
カ
レ
ン
ダ
ー	

宮
本
芳
子（
切
通
）

三
月
の
平
ら
な
水
面
雲
動
く	

溝
口
民
城（
高
田
）

春
時
雨
富
士
な
く
今
日
の
旅
終
わ
る	

岡
村
敏
子（
新
山
）

梅
林
の
小
径
に
佇
み
居
ら
れ
し
に	

金
野
み
ど
り（
小
角
）

玄
関
に
春
泥
お
き
て
帰
ら
れ
し	

青
木
富
喜
代（
月
出
里
）

蕗
の
薹
味
噌
は
自
慢
の
母
な
り
き	

中
條
や
い
子（
大
宿
）

春
寒
や
夫
呑
む
錠
剤
ま
た
ふ
え
り	

矢
口
由
里
子（
西
町
）

初
音
聞
く
朝
餉
の
仕
度
せ
し
と
き
に	

山
口
須
美
子（
上
君
山
）

き
め
こ
み
の
雛
つ
る
さ
れ
佃
煮
屋	

福
本
き
み
え（
新
山
）

ぬ
く
も
り
を
毛
布
に
残
し
児
の
帰
る	

篠
田
啓
子（
新
山
）

ま
る
ま
る
と
お
地
蔵
さ
ま
や
春
の
山	

青
木
啓
泰（
本
宿
）

春
め
き
し
こ
と
乳
飲
み
子
と
語
り
合
い	

川
崎
典
雄（
鳩
崎
）

グ
ラ
ン
ド
へ
飛
び
出
す
子
ら
や
風
光
る	

小
林
文
子（
根
宿
）

木
蓮
に
バ
ス
を
預
け
て
温ゆ泉
の
泊
ま
り	

小
林
寿
恵
王（
田
宿
）

飛
ば
さ
れ
し
帽
子
追
い
か
け
涅ね
は
ん
に
し

槃
西
風	

塚
本
田
鶴
子（
古
渡
）

仏
壇
に
孫
の
供
え
し
雛
あ
ら
れ	

山
崎
幸
子（
浮
島
）

噴
水
に
ウ
グ
イ
ス
の
声
し
き
り
な
り	

大
久
保
晴
代（
古
渡
）

鴨
二
つ
彼
岸
の
池
に
来
た
り
け
り	

大
久
保
フ
ク（
古
渡
）

先
駆
け
て
白
よ
り
開
く
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ	

埜
口
信
子（
阿
波
）

い
ぬ
ふ
ぐ
り
踏
み
出
す
一
歩
足
元
に	

松
田
敬
子（
岡
飯
出
）

花
摘
み
の
香
り
い
っ
ぱ
い
バ
ス
家
路	

坂
本
き
よ
子（
下
馬
渡
）

物
言
わ
ぬ
に
わ
と
り
哀
れ
数
万
羽
物
の
如
く
に
箱
に
投
げ
ら
る	

雨
宮
美
世
志（
高
田
）

鵜
の
岬
朝
風
呂
に
入
り
て
日
の
出
待
つ
海
輝
き
て
我
に
迫
り
来	

内
田
君
代（
沼
田
）

還
暦
の
年
波
勝
て
ず
あ
の
あ
れ
と
夫
婦
の
会
話
笑
っ
て
流
る	

内
田
雅
人（
椎
塚
）

瑠
璃
色
の
じ
ゅ
う
た
ん
を
敷
く
い
ぬ
ふ
ぐ
り
春
の
息
吹
き
よ
我
が
心
に
も	
鴻
野
ハ
ル
エ（
田
宿
）

梅
の
花
う
す
紅
い
ろ
に
ほ
こ
ろ
び
て
め
ぐ
り
く
る
夫
の
忌
日
近
づ
く	
小
嶋
ふ
く
江（
大
宿
）

小
野
川
の
岸
辺
に
菜
の
花
咲
き
闌
け
て
流
れ
に
萠
す
相
聞
の
う
た	

根
本
冨
貴
子（
田
宿
）

柔
ら
か
な
蓬
摘
み
つ
つ
草
餅
を
分
け
や
ら
ん
人
ら
の
顔
浮
か
び
く
る	

野
沢
と
よ（
羽
賀
）

古
木
に
咲
く
し
だ
れ
桜
に
春
風
の
そ
よ
ぐ
姿
を
し
ば
し
見
と
る
る	

福
田
恒
子（
大
宿
）

し
み
じ
み
と
餌
を
啄
む
す
ず
め
の
子
春
の
日
差
し
の
や
わ
ら
か
き
朝	

松
本
静
子（
西
町
）

パ
ン
プ
キ
ン
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
買
う
よ
う
に
君
が
欲
し
い
と
ホ
ル
モ
ン
が
い
う	

永
井
由
紀
子（
柴
崎
）

ほ
ぐ
れ
た
つ
木
の
芽
に
照
り
て
縁
側
に
昼
餉
の
飯
の
か
が
や
き
を
食
む	

福
田
雅
子（
上
根
本
）

初
孫
の「
は
な
」と
言
う
名
を
繰
り
返
し
老
い
に
教
え
て
春
の
日
遊
ぶ	

宮
渕
敏
江（
下
太
田
）

九
十
の
媼
う
ご
け
な
く
な
る
ほ
ど
着
ぶ
く
れ
て
粕
汁
に
温
ま
る
大
雪
の
朝	

柳
町
ひ
さ（
柴
崎
）

繋
が
れ
て
犬
は
老
い
た
り
そ
の
白
き
顔
に
と
ろ
と
ろ
陽
が
ゆ
れ
て
を
り	

吉
田
テ
ル（
伊
佐
津
）

春
の
畑
手
足
軽
々
鍬
を
と
り
馬
鈴
薯
植
え
る
影
と
ふ
た
り
で	

永
長
小
夜（
古
渡
）

沼
べ
り
に
歩
を
進
め
れ
ば
流
木
に
春
連
れ
て
く
る
波
の
さ
さ
や
き	

矢
崎
健
一（
古
渡
）

新
年
の
歌
会
の
再
会
約
し
来
し
歌
友
の
急
逝
余
り
に
空
し	

吉
原
き
の
ゑ（
浮
島
）

裸
木
の
黒
き
枝
間
の
か
が
や
き
は
明
け
の
明
星
し
ま
し
ま
た
た
く	

山
口
朋
子（
結
佐
）

老
い
ゆ
く
は
悲
し
き
こ
と
よ
病
室
に
点
滴
見
つ
め
て
春
を
待
つ
と
は	

諸
岡
静
江（
伊
佐
部
）

生
れ
し
時
手
の
平
ほ
ど
の
仔
犬
ら
は
体
ま
ろ
み
て
わ
が
指
を
嚙
む	

諸
岡
ふ
じ
枝（
結
佐
）

糸
先
を
舐
め
て
は
針
穴
ね
ら
い
つ
つ
よ
う
や
く
通
し
て
笑
ま
う
姑	

黒
田
定
子（
下
須
田
）

在
り
し
日
に
母
の
愛
で
い
し
乙
女
椿
露
ふ
く
む
ま
ま
活
け
て
供
へ
ぬ	

板
橋
道
子（
福
田
）

こ
の
国
も
ま
た
こ
の
町
も
高
齢
化
高
度
成
長
担に
な

い
た
り
し
に	

斎
藤
聖
子（
光
葉
）

現
在
、
私
、
内
山
と
山
本
裕
子

委
員
の
二
人
で
、
茨
城
県
文
化

財
保
護
審
議
会
委
員
の
後
藤
道

雄
先
生
が
中
心
と
な
っ
て
行
っ

た
県
未
指
定
有
形
文
化
財
調
査

の
成
果
を
整
理
中
で
す
。こ
の

調
査
で
判
明
し
た
事
柄
の
中
か

ら
、
江
戸
崎
地
区
を
中
心
と
し

た
仏
教
文
化
に
つ
い
て
ご
紹
介

し
ま
す
。

　

江
戸
崎
地
区
は
、
大
化
元
年

（
６
４
５
）下
君
山
に
郡ぐ
ん

衙が
（
郡
施

設
）が
置
か
れ
、
天
平
年
間（
７

２
９
〜
４
９
）に
郡
寺
が
出
来
た

と
さ
れ
、
古
代
か
ら
歴
史
上
重

要
な
拠
点
で
、
行
ぎ
ょ
う

基き

や
慈じ

覚か
く

大

師
の
創
建
伝
承
を
持
つ
寺
院
も

み
ら
れ
ま
す
。高
田
神
社
に
は
、

朱す

雀ざ
く

天
皇
が
熊
野
の
神
を
勧か

ん

請じ
ょ
うし

て
、
平

た
い
ら
の
ま
さ
か
ど

将
門
の
乱
を
鎮
め

る
祈
願
を
さ
せ
た
と
い
う
伝
え

が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
調
査
で
、
平
安
時
代

末
、
12
世
紀
頃
ま
で
さ
か
の
ぼ

る
可
能
性
の
あ
る
地
蔵
菩
薩
立

像（
新
利
根
地
区
小
野
・
逢
善
寺
に

安
置
）が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。駒

塚
、
椎
塚
、
桑
山
は
逢ほ
う

善ぜ
ん

寺じ

を

中
心
と
す
る
「
和わ
み
ょ
う
し
ょ
う

名
抄
」
の
小

野
郷
に
あ
り
、
早
く
か
ら
仏
教

文
化
が
流
入
し
た
地
域
と
考
え

ら
れ
ま
す
。小
野
郷
で
は
信
太

馬
牧
の
郷
長
や
牧
長
ク
ラ
ス
の

人
々
を
中
心
に
仏
教
信
仰
が
受

け
入
れ
ら
れ
て
い
た
の
で
し
ょ

う
。

　

田
宿
・
顕け
ん

声し
ょ
う
じ寺
に
は
、
時
宗

の
開
祖
一い
っ

遍ぺ
ん

の
伝
承
が
あ
り
ま

の
阿
弥
陀
如
来
、
観
音
、
勢せ
い

至し

菩
薩
立
像
が
安
置
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

西
町
・
大
念
寺
（
浄
土
宗
）
の

阿
弥
陀
如
来
立
像
、
沼
田
・
吉き
っ

祥し
ょ
う

院い
ん（

天
台
宗
）
の
如
来
立
像
、

ふ
る
さ
と
探
訪　
第
３
回

江
戸
崎
地
区
の
仏
教
文
化

　
　
　
〜
平
安
・
鎌
倉
時
代
〜●

市
郷
土
資
料
調
査
委
員
・
内
山
純
子

君
山
・
安
福
寺
（
天
台
宗
）
の
阿

弥
陀
如
来
立
像
も
鎌
倉
時
代
の

制
作
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

霞
ヶ
浦
か
ら
小
野
川
を
さ
か

の
ぼ
っ
て
、
江
戸
崎
地
区
に
早

く
か
ら
仏
教
文
化
が
伝
わ
っ
て

い
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

●
歴
史
民
俗
資
料
館
☎
０
２
９

９
︲
７
９
︲
３
２
１
１

田宿・顕声寺の阿弥陀如来立像

沼田・吉祥院の如来立像

逢善寺の地蔵菩薩立像

す
。一
遍
は
弘
安

三
年
（
１
２
８
０
）

奥
州
の
祖
父
通
信

の
墓
に
詣
で
鎌
倉

へ
帰
る
途
中
常
陸

国
を
遊
行
し
て
い

ま
す
。
二
祖
真し

ん

教き
ょ
うは
北
陸
、
関
東

を
中
心
に
念
仏
を

勧
め
て
遊
行
し
ま

し
た
が
、
椎
塚
の

善
吉
寺
は
永
仁
五

年
（
１
２
９
７
）
真

教
の
創
建
と
伝
え

ま
す
。顕
声
寺
に

は
鎌
倉
時
代
後
半



ご意見を！　市民のみ
なさんのご意見、ご提
案を今後の編集に反映
していきたいと思いま
す。秘書広聴課まで。

編集後記　▽慌しい５月号の編集が終わり、ホッと一息ついたのもつかの間、ゴールデンウィー
クのせいで次のお知らせ版の編集作業の時間が短縮。また慌しい日々が続きそうです。（坂本）　▽
「イナビト」のコーナーで取り上げて欲しい方がいましたら、ご一報ください。あと「うまいもん」
のレポーターも大募集しています。本当にお待ちしています。まずはお電話ください。（G4出）　▽
異動により広報担当から卒業することになりました。やっぱり卒業って悲しい（ToT）。（池）
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スーパースーパー

大正橋大正橋

瑞祥院瑞祥院

五百羅漢五百羅漢

像群は一種異様で、異次元の空間にさ
まよい込んだ感じです。しかし、その
高台から江戸崎の街を望めば、これか
らの季節、心地よい風に吹かれながら
すがすがしい気分も味わえます。

江戸崎根宿、瑞
ずいしょういん

祥院の裏山にあるのが、
五百羅漢です。通称を羅漢山ともいい、
羅漢山の夕照として江戸崎八景の一つ
に数えられる景勝の地です。
　この石像群は、豊

と
島
しま
和
わ
七
しち
（江戸崎）が

盲目の兄の開眼祈祷を願い、日本国中
60余州の神社、仏閣を巡拝し、大

だいじょう
乗

妙
みょう

典
てん
（法華経）を奉納して宿願を果た

し、仏恩に報じ一
いっさいしゅじょう

切衆生の功徳を発願
して、当時の瑞祥院住職竜

りゅうほうぜんじ
峰禅師と大

黒屋庄兵衛など８名の世話人の協力に

より完成させたものです。
　安永９年（1780）の発願から文化元
年（1804）の完成まで、24年の歳月を
要しました。寄進者は信太・河内両郡
はもとより、下総、上総、江戸と広範囲
におよび、522名の名が確認できて
います。現存する羅漢像は493基で、
その内に名が刻まれているものが80
基あります。
　鬱

うっ
蒼
そう
とした竹林の石段を登り山頂に

辿り着くと、目の前に忽然と現れる石

ぶら〜り・稲敷　no.11　五
ごひゃくらかん

百羅漢の巻



家庭の粗大ごみ収集
５月21日（日）、28日（日）
市では、一般の家庭から出る粗大ごみの収集を行います。
注意事項を守って、各自で回収場所へ持ち込んでください。
なお、粗大ごみ回収は年４回実施します。次回以降の日程は
随時広報紙に掲載します。
●市生活環境課（桜川庁舎）tel.029-892-2000（内線4400）

■時間
午前９時から正午まで／午後１時から4時まで
指定時間以外は入れませんので、時間厳守でお願いします。

■場所
江戸崎体育館裏
搬入は、一方通行となります。

係員の指示に従ってください。

■収集品目
５月21日（日）：鉄くず、アルミ、自転車、モーター、ガラス
５月28日（日）：家電製品、家具、ガラス、その他、

■持込める粗大ごみ
【鉄くず類】	 トタン、スチールデスク・ロッカー・本棚、ガスレンジ、卓上

コンロ、傘、石油ストーブ・ファンヒーター、ボイラー、農薬
などの缶、ステンレス製品

【アルミ類】	 アルミサッシ、アルミ製品
【自転車類】	 自転車、三輪車、一輪車、リアカー
【モーター類】	 モーター、井戸ポンプ類
【ガラス類】	 板ガラス、鏡
【家電製品類】	 電気ミシン、電気ストーブ、電子レンジ、掃除機、エレクトーン、

チャイルドシート、スキー板・靴、ワープロ、ステレオ、プラスチッ
ク製品で金具との分別が不可能なもの

【家具類】	 布団・毛布、畳、カーペット、古材、木製家具（食器棚、タンス、
本棚、戸、机、椅子）、ベッド、ソファー、座椅子、ホットカーペッ
ト、プラスチック製品

【その他】	 塩ビパイプ、断熱材、ビニールトタン

■持ち込みの注意点
指定以外のごみは持込めません。その場合は持ち帰りとなります。また解体しな
いで持込んだ場合は、各自で解体をしていただきます。
・ベッド、ソファー、座椅子は、中の金具を取り除く
・ガラスサッシなどは、枠とガラスを分別
・ボイラーは断熱材を取り外す
・ストーブなどは灯油は抜き取る
・農薬の缶は、中をよく洗い、ふたをしない

■持込めない粗大ごみ
これらのごみは、販売店または廃棄物処理業者へ依頼してください。
①パソコン
②テレビ、冷蔵庫、洗濯機、エアコン（室外機も含む）
③事業活動で排出されるごみ：農業用の機械・ビニール・苗箱、机、椅子、ロッ
カーなど
④危険物：消火器、ガスボンベ、バッテリーなど
⑤バイク、タイヤ
⑥通常の、燃えるごみ、缶・ビンなどのごみは、収集日に出してください

市役所
江戸崎庁舎
市役所
江戸崎庁舎 江戸崎

体育館
江戸崎
体育館

稲敷警察署稲敷警察署

ラーメン店ラーメン店

収集場所収集場所

大正橋大正橋 高田橋高田橋




